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大輪のボタン
咲き誇る
5月15日から28日の期間、長谷
ぼたん園で南部町ぼたんまつり
を開催。130種8,000本のボタ
ンが植栽された東北有数の園地
では、大輪の花々が多くの観光
客を楽しませていました。
　



最新の接種スケジュールを
お知らせします
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医療従事者 約500人
高齢者施設等入居者

および従事者
接種券発送

約1,100人

65歳以上 予約 約6,600人

基礎疾患のある方

接種券
発送 予約

約700人

高齢者施設等従事者 約100人

60 ～64歳 1,348人

50 ～59歳 接種券
発送 予約 2,484人

40 ～49歳 接種券
発送 予約 1,859人

30 ～39歳

接種券
発送 予約

1,394人

20 ～29歳 1,155人

16 ～19歳 569人

65歳以上の方の7月末接種完了のため、下記日程の集団接種の予約枠を増やします
健康センター　6月21・23・25・28・30日　／7月5・7・9日　※一日あたり24枠増やします
ぼたんの里　6月22・24・29日　／7月6・8日　※一日あたり18枠増やします
※予約を変更する場合は、予約センター (☎0178-76-3062)へご連絡ください。

問合せ　健康こども課  新型コロナウイルスワクチン接種事業対策室
　　　　(健康センター )　☎0178-60-7100

予約先電話番号等の予約方法の詳細は、接種券に同
封している案内文をご確認ください。

医療センター　千葉院長から

　新型コロナウイルスのワクチン接種
は、インフルエンザ等の普段の予防接
種と何ら変わりないものです。医療機
関ではアナフィラキシー対策を十分
取ったうえ、接種体制を整えています。
安心して、接種をお受けください。
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新型コロナウイルス
ワクチン接種のお知らせ

南部町における、新型コロナウイルスワクチン接種スケジュールの最新情報をお知らせします。
国からのワクチン供給の予定を基に作成したスケジュールであり、5月26日現在の予定です。

新型コロナウイルスワクチン接種事業対策室では、7月末までに65歳以上の方を対象とした接種
を完了し、それ以降も計画的に接種を進められるよう、スピード感を持って準備にあたっています。

余剰ワクチンの取り扱い
ワクチン接種を進めていく中で余剰ワクチンが発生した場合は、下記の方に優先して接種を行います。
▶65歳以上の接種待機者
▶高齢者施設等の従事者(施設内で接種していない方)
▶公立小中高等学校、こども園、学童保育の従事者(教職員等)
▶ワクチン接種業務従事者、町の専門職員(保健師・看護師)、災害等に従事する町職員等
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避難勧告が廃止され

避難指示に一本化されました
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※警戒レベル5は、すでに安全な避難がで
きず、命が危険な状況です。警戒レベ
ル5緊急安全確保の発令を待たず、速や
かに避難しましょう。

※警戒レベル3は、高齢者以外の方も必要に応じ普段の行
動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感
じたら自主的に避難するタイミングです。避難に時間の
かかる高齢者や障害のある方は、警戒レベル3高齢者等
避難が発令されたら危険な場所から避難しましょう。

避難のポイント
▶避難とは「難」を「避ける」こと。

安全な場所にいる人まで避難場所
に行く必要はありません。

▶避難先は避難所だけではありませ
ん。安全な親戚・知人宅に避難す
ることも考えてみましょう。

▶避難する際は、感染防止対策とし
てマスク・消毒液・体温計をでき
るだけ自ら携行しましょう。

５

４

３
２
１ 早期注意情報

（気象庁）

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

高齢者等避難※３

避難指示※２

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

早期注意情報
（気象庁）

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

避難準備・
高齢者等避難開始

・避難指示（緊急）
・避難勧告

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

これまでの避難情報等

警戒レベル

緊急安全確保※１

新たな避難情報等

こ う れ い し ゃ と う ひ な ん

ひ な ん し じ

き ん き ゅ う あ ん ぜ ん か く ほ

災害の
おそれ高い
災害の
おそれ高い

災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫

災害の
おそれあり
災害の
おそれあり

気象状況悪化気象状況悪化

今後気象状況
悪化のおそれ
今後気象状況
悪化のおそれ

広報なんぶちょう 6月号 4



放送内容を再確認
避難指示等を発令するときは、エリアメー

ルや町ホームページ等のほか、防災無線でも
住民の皆さんにお知らせします。悪天候で放
送が聴き取りづらかったり、聴き逃してしまっ
た場合は、次の対応を取るようにしましょう。

②スマホ・パソコンで確認
　ほっとスルメールを利用すると、放送内容
を文字で受信することができます。

☎ 0800-800-2622 

利用の仕方
▶スマートフォンの場合
　 専 用 ア プ リ が あ り ま す の で、「App 

Store(iPhone)」・「Google Play(Android)」
で「ほっとスルメール」で検索・ダウンロー
ドのうえ、ご利用ください。

▶パソコン・携帯電話の場合
　「anzenjoho@anshin.city.hachinohe.

aomori.jp」へ空メールを送信のうえ、登
録してください。

①電話で確認
　県内の方は次の電話番号にかけると、放送
内容を無料で再確認することができます。

問合せ　総務課(本庁舎)　☎0178-84-2111

馬淵川
如来堂川 猿辺川

馬淵南部水位観測所 剣吉水位観測所

警戒レベル4
避難指示

はん濫警戒情報が発表さ
れ、3時間後にはん濫危険
水位 【6.60ｍ】に到達する
と予想または到達したとき

はん濫警戒情報が発表さ
れ、3時間後にはん濫危険
水位 【5.90ｍ】に到達する
と予想または到達したとき

1日の雨量が80mm、降り始めからの総
雨量が100mmの降雨が予想されるとき　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　等

警戒レベル3
高齢者等避難

はん濫注意情報が発表さ
れ、Ⅰ時間後に避難判断水
位 【5.50ｍ】に到達すると
予想または到達したとき

はん濫注意情報が発表さ
れ、Ⅰ時間後に避難判断水
位 【4.60ｍ】に到達すると
予想または到達したとき

1日の雨量が50mm、降り始めからの総
雨量が80mmの降雨が予想されるとき　
　　　　　　　　　　　　　　　　等

南部町における避難指示等の発令の判断基準

※上記の基準はあくまでも目安であり、町では気象庁から発表されるはん濫注意情報・はん濫警戒情報や水位、
雨量等の実際の状況を踏まえ、総合的に判断して避難指示等を発令します。

最新の河川の水位や
気象等の情報は、青森
県が運営する「あおも
り防災ポータル(bousai.
pref.aomori.lg.jp)」から
確認できます。

最新の防災情報防災マップを活用しましょう
　昨年 10 月に防災マップを更新し、全
世帯に配布しています。お住まいの地
区の浸水想定区域や避難所について、
今一度確認しましょう。
　防災マップが手元にない方には、役
場窓口で配布しています。
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あたたかい善意に感謝します

佐々木さんから工藤町長へマウスシールドが手渡され
ました。

　町誘致企業のラッキー工業株式会社八戸工場
(原亜希子工場長)が、同社が製造するマウスシー
ルドを寄贈してくださいました。
　4月5日に役場本庁舎へ寄贈に訪れた同社の
佐々木真貴子さんは、「誘致企業として町に貢献
したいと考えました。保育園や学校などで活用
してもらいたい」と話しました。マウスシール
ドは、ラッキー工業のインターネット通販サイ
トから購入することができます。

ラッキー工業八戸工場がマウスシールド 250 個を寄贈してくださいました

(株)クラダシの関藤代表取締役社長と寄贈いただいた
不織布マスク

　株式会社クラダシ(関藤竜也代表取締役社長)
は、日本で年間600万トン以上廃棄される食糧
(フードロス)の削減を目指し、賞味期限まで日数
があるにも関わらず廃棄となってしまう商品を、
社会貢献型ショッピングサイト「KURADASHI」
で再流通。売り上げの一部をB&G財団等の社会貢
献団体へ寄附するという日本初の事業を展開して
います。
　南部町産の農産物も同サイトで取り扱われてい
ることから、社会貢献の一環として、新型コロナ
ウイルスの感染予防に役立ててほしいと不織布マ
スクを寄贈してくださいました。

株式会社クラダシが不織布マスク 2 万枚を寄贈してくださいました

ロータリークラブの方から耕運機の使い方を指導して
もらいました。

　南部ロータリークラブ(滝田勉会長)が社会奉仕
活動の一環として、耕運機を寄贈してください
ました。寄贈いただいた耕運機は、小中学校で
花壇の整備や畑の管理に使用されます。
　5月9日、名久井小学校で行われた保護者によ
る学校の環境整備の際に贈呈式を実施。滝田会
長と三八地区のロータリークラブの活動を統括
する第2830地区南グループガバナー補佐の築舘
智大さんが、高橋教育長へ耕運機を引き渡しま
した。
　滝田会長は「子どもたちの学校生活に役立て
てもらいたいです」、築舘さんは「寄贈を通じて、
ロータリークラブの奉仕の精神が広まってほし
い。若い人たちもロータリークラブに加入して
もらいたいです」と話しました。

南部ロータリークラブが耕運機 1 台を寄贈してくださいました
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講師からの指導を受けながらヨガを体験しました

春の法光寺を鮮やかに彩る
南部町春まつり・果樹の花見散策ウォーク

5月3日、新型コロナウイルス感染対策が取られ
るなか、法光寺を主会場に南部町春まつりと果樹
の花見散策ウォークが2年ぶりに開催されました。

春まつりでは、稚児入山行列や寺ヨガ、座禅な
どの体験メニューが行われ、稚児行列には町内認
定こども園の園児37人が参加。化粧を施し、ピン
クや緑色の衣装をまとった園児たちが、名川チェ
リリン村総合案内所から法光寺境内までの約800m
を練り歩きました。

果樹の花見散策ウォークには100人が参加。法
光寺をスタート・ゴール地点とした全長約5kmの
コースを、サクランボや桃、プラムなどの花々を
眺めながらウォーキングを楽しみました。

保護者などに見守られながら、鮮やかな衣装をまとった
園児達が練り歩きました

花見をしながらのウォーキングを楽しみました

クリスタルボウルの音色を聴きながら、座禅を体験しま
した法光寺本堂内では生け花の展示も行われました
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町職員が町内の飲食店を訪問し、新型コロナ対策の徹底
を呼びかけました。

医者になってコロナを治療する自分を描く
堀内颯

そ う ま

眞君が世界児童画展で特別賞受賞
認定こども園あかね幼稚園を卒園し、現在は福

田小学校に通う堀内颯眞君が、美育文化協会主催
の第51回世界児童画展で特別賞の日本美術教育連
合賞に選ばれました。

あかね幼稚園在園時に出展したもので、絵のタ
イトルは「お医者さんになって注射をしているよ」。
新型コロナウイルスの患者を治したいと考え、治
療している自分を描きました。

同児童画展には、全国のこども園や小中学校な
どに通う園児や児童・生徒から約4万1,000点の応
募があり、特別賞全体で56点、日本美術教育連合
賞には10点が選ばれました。

堀内君は「受賞にびっくりしました。うれしい
です。将来はコロナや何でも治せるお医者さんに
なりたい」と夢を語り笑顔を見せていました。 工藤町長へ受賞の報告に訪れた堀内君㊨。

「コロナ対策」を呼びかけ
飲食店を巡回訪問

飲食店を中心とした新型コロナウイルス感染症
のクラスターが県内でも複数発生していることか
ら、町では4月23日から30日までの8日間、感染拡
大防止のための啓発活動として、町内飲食店の巡
回を実施しました。

巡回先では、感染防止のために来店客用に作成
したチラシと、事業者向けのポスターを手渡し、
感染防止対策の徹底を呼びかけました。

神事終了後、関係者によるテープカットが行われました

登山シーズン到来
名久井岳山開き

5月3日、名久井岳の山開きが行われ、関係者約
10人が出席。神事とテープカットが行われ、名久
井岳や周辺観光施設の安全、新型コロナウイルス
感染症の鎮静を祈願しました。

これまで名久井岳に550回以上登っている名久
井岳早朝登山会の久保久夫会長は「これまで毎月
登山してきたが、昨年はコロナの影響で休止した
期間がありました。今年はコロナ対策を十分行い、
元気に名久井岳を登りたい」と話しました。
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インドネシア人介護実習生が日本語試験合格
地域おこし協力隊の武良さんが指導

社会福祉法人恵生会の福祉施設に勤務するイン
ドネシアからの介護実習生が、昨年12月に行われ
た日本語能力試験N2に見事合格しました。

試験に合格したのは、アリフ・ヌルヒダヤーさ
んとイスナ・ダマヤンティさん、デフィ・マルプ
アティンさんの3人。イダ・スリスティアニンルム
さんは、次回の試験でN2に挑戦します。

試験にはN1からN5の5つのレベルがあり、3人
が合格したのは最難関に次ぐN2。日常会話程度の
N3に加え、N2はより専門的な日本語の理解が必要
なものです。4人は以前N3に合格しており、今回、
地域おこし協力隊の武良さんから週に1、2回の指
導をうけ、N2の合格に向けて取り組んできました。

実習生たちは「試験はとても難しかった。合格
は武良先生のおかげです」「次のN1の試験も頑張
りたい」と合格の喜びを語りました。 N2合格の報告に訪れた実習生と関係者

馬淵川さけ・ます増殖漁業協同組合で体長約5cmまで育て
られた稚魚が放流されました

大きくなって帰ってきてね
如来堂川でさけ稚魚放流体験

4月20日、楽楽ホール前の如来堂川でさけ稚魚
の放流体験が行われ、名久井小・名川南小・南部
小の児童45人が参加。昨年の秋に南部小の児童が
採卵した卵からふ化した稚魚など約3,000匹を放
流しました。

児童たちは「サケが無事に帰って来るよう、気
持ちを込めて放流しました」「元気に大きく育って
帰ってきてほしい」と話し、放流した稚魚を見送っ
ていました。

クラブのメンバーや保護者たちが奉仕活動を行いました

活動拠点に恩返しを
ななっちふくちジュニアが奉仕活動

4月25日、ふくちアイスアリーナを拠点に活動
するアイスホッケークラブ「ななっちふくちジュ
ニア」が、ホームリンクへの恩返しのため奉仕活
動を実施。約50人が参加し、バーデパーク周辺の
ごみ拾いに汗を流しました。

参加した福田小2年の世良栄太君は「ごみをたく
さん拾えてよかった。これからもバーデパークを
きれいに使っていきたい」と話しました。
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子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さんな
ら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。

南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

6月11日　絵本にふれよう
6月18日　シャボン玉あそび
6月25日　お誕生会
7月2日  　七夕製作

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

6月9・16・23・30日
7月7日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

6月14・21・28日
7月5日

なんぶこども園　　　　　　 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

6月9日　  時計をつくろう
6月16日　風船あそび
6月23日　お誕生会
7月14日　 うちわをつくろう

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

6月8・10・15・22・24日
7月1・6・8日

チェリーこども園　　　　　 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

6月10日　季節の製作(あじさい)
6月17日　ベビーマッサージ教室②
6月24日　散歩に行こう
7月8日　   月の製作(スイカ)

認定こども園 あかね幼稚園 ☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日/10時~11時30分

6月8日  　わらべうた・ベビーマッサージ
6月15日　運動あそび
7月6日　  感覚あそび

※新型コロナウイルス感染症などの影響で変更となる場合があります
ので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　健康こども課(健康センター )  ☎0178-60-7100
種別 対象者 実施日 受付時間 場所

乳児健康診査 R2.12月~R3.2月生まれ 6月10日(木) 12時15分~12時45分 ゆとりあ
4歳児健康相談 H28.10月~H28.11月生まれ 6月15日(火) 13時00分~13時20分 健康センター
1歳6か月児健康診査 R1.10月~R1.11月生まれ 6月24日(木) 12時15分~12時45分 ゆとりあ乳児健康相談 R2.9月～ R2.11月生まれ 7月6日(火) 13時00分~13時20分

乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時~13時20分 全種類 BCG 6月14日㈪、7月12日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時~13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時~11時　15時~17時
木・土曜日　　　　  9時~11時 全種類 BCG  6月9日㈬、7月14日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時~11時30分　
　　　　　　　　　 14時~17時30分
水・土曜日　　　　  9時~11時30分

B型肝炎、日本脳炎、
ヒトパピローマウイルス、
ロタウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時~12時　15時~17時
火・木・土曜日　　  9時~12時

B型肝炎、日本脳炎
ヒトパピローマウイルス

ロタウイルスは行っていませ
ん

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時~11時
金曜日　　　　　　  9時~11時　14時~17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

　町では、妊婦の母体と赤ちゃんの健康を
守り、安心してお産を迎えるため、妊婦健
康診査の費用助成を行っています。医療機
関等と委託契約をし、14回の基本的な健康
診査の費用等を、医療機関窓口で支払い不
要な現物給付の方式で助成しています。

（ただし、受診券以外の検査等は自己負担と
なる場合もあります。）
　なお、里帰り等で医療機関等と委託契約
できない時は、健康診査にかかる費用を一
旦支払い、役場窓口に申請する償還払い方
式で助成しています。県外で受診する場合
は、受診の前に子育て世代包括支援センター
までお問い合わせください。
　また、妊娠の届出をする際は、電話や子
育てメールを利用して相談日を予約するこ
ともできます。妊娠がわかったら早めに受
診し、妊娠の届出を行いましょう。妊娠・
出産で困った時は、一人で悩まず、町や医
療機関に相談しましょう。

問合せ　子育て世代包括支援センターぴよすく
　　　　(健康センター )　☎0178-60-7100
　　　　子育てメール
　　　　 kosodate@town.aomori-nanbu.lg.jp

妊婦健康診査を受けるときは
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「すこやか南部」通信 問合せ 健康こども課(健康センター )
 ☎0178-60-7100

パート1

歯科口腔の健康　歯と口の健康づくりは、子どもの健やかな成長、健康寿命の延伸につながります

歯周病検診
対象

町内に住民登録している方で、3月末までに、
20・25・30・35・40・45・50・55・60・
65・70歳になる方
※対象者には受診券をお送りします。

場所　町内歯科医院
内容　 問診・口腔内検査(現在の歯と歯周組織の

状況、口腔内清掃状況等)
費用　無料
持参する物　受診券、保険証

妊産婦歯科健康診査
対象　町内に住民登録のある妊産婦
※妊娠届出時・出生届出時に受診票を

交付します。
受診期間　妊娠中に1回、産後1年以内に1回
場所　町内歯科医院
内容　口腔内診査、歯科保健指導
費用　無料
持参する物　受診票、母子健康手帳、保険証

後期高齢者歯科健康診査
対象　町内に住民登録して
　　　いる75歳以上の方　
場所　町内歯科医院
内容　問診・口腔内検査

（現在の歯および歯周組織の状況、口腔内
清掃状況、口腔機能の状態）　

費用　無料
持参する物　受診券、保険証
※希望される方は健康こども課までお申し込みく

ださい。受け付け後、受診券を送付します。

幼児フッ素塗布
対象　町内に住民登録のある1歳6か
　　　月～6歳の幼児
※対象者には塗布券(各年齢１～２枚)

を交付します。
場所・方法　歯科医院で塗布
※町外の歯科医院で塗布する場合は事前にお問い

合わせください。
費用　無料
持参する物　フッ素塗布券、保険証

フッ素には歯の質を強くしてむし歯になりにく
くする働きがあります。お子様の歯をむし歯から
守るため、ぜひご利用ください。

歯を失う原因は、歯周病やむし歯が約７割です。おいしく食べ、健康な生活を送るために、歯周病やむし歯か
ら歯を守りましょう。口腔には、かむ・飲み込むことのほかに、会話をする・表情を作るなどの機能があります。
口腔機能を維持・回復させ、「健康で長生き」を目指しましょう。

町では、妊娠期から高齢期まで生涯を通じた各種歯科口腔保健事業を実施します。ぜひご利用ください。

よくかんで食べよう
・１口30回を目標に
・１口の量を少なくする
・かみごたえのあるものを食べる
・食材は大きめに切る

歯の質をよくする食品
ビタミンＡ　緑黄色野菜、レバーなど
タンパク質　肉、魚、大豆製品など
カルシウム　乳製品、小魚など
ビタミンＣ　果物、野菜
ビタミンＤ　魚、きのこ

歯周病やむし歯から歯を守るための３か条
①正しい歯みがき　②よい生活習慣　③定期的な歯科健診
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史跡聖寿寺館跡ガイド養成講座　受講生募集

低所得のひとり親世帯に給付金を支給します

問合せ
▶厚生労働省コールセンター
　受付時間　9時～18時(平日のみ)
　☎0120-400-903
▶健康こども課(健康センター )
　☎0178-60-7100

募集期間　随時
応募資格　月1回はガイドとして活動できる方
　　　　　（年齢・性別は問いません）
養成講座の内容
(1)史跡ガイド研修会(全3回)
①～③　7月10日(土)・9月11日(土)・11月6日(土)
　　　　9時30分～11時30分

「南部氏一族と城館」(講師　若松啓文氏)
「聖寿寺館跡の発掘調査成果」(講師　布施和洋)

(2)南部ふるさと塾(全6回)
④～⑨ 「戦国大名南部氏の興亡と北奥の宗教世界」
　　　 10月～3月を予定
※養成講座全①～⑨のうち、5回以上受講した方

に修了証を発行。
　（ガイドになりたい方はガイド登録ができます）
受講料　無料
申込方法　申込書に必要事項を記入のうえ、史

跡聖寿寺館跡案内所までご提出ください。

※申込書は南部公民館・福地公民館・剣吉公民館・
史跡聖寿寺館跡案内所に設置しています。

問合せ・申し込み　史跡聖寿寺館跡案内所
　　　　 　　　　　☎0179-23-4711

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金(ひとり親世帯分)
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯

に対し、生活を支援するため給付金を支給します。

給付金の対象者 申請の有無 給付額
①令和３年４月分の児童扶養手当受給者の方 申請不要

児童1人当たり
一律 5万円

②公的年金を受給しており、令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受け
ていない方 申請必要③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が
児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方

※①に該当する方は申請不要です。5月10日に給
付金が支給されていますので、児童扶養手当
の支給を受けている通帳をご確認ください。

※②、③の対象になると思われる方は、申請書
をご記入のうえ、必要書類とともに、健康こ
ども課へ郵送または窓口へご提出ください。

　（申請書・必要書類については、町ホームペー
ジをご確認いただくか、健康こども課までお
問い合わせください）

申請期限　令和4年2月28日(月)
　　　　　 (郵送の場合は必着)
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風しん抗体検査・風しんの第5期定期予防接種

高齢者肺炎球菌予防接種(任意接種)の費用助成

児童手当にかかる現況届の提出

風しんは今も流行しており、患者の中心は30
代から50代の男性となっています。厚生労働省
では、風しんの追加的対策として、公的に風し
んの予防接種を受ける機会のなかった世代の男
性を対象に、風しんの抗体検査およびその結果、
十分な量の風しんの抗体がないことが判明した
方に対して、風しんの定期予防接種を実施して
います。

対象者の方には、検査と予防接種を無料で受
けられるクーポン券を送付しています。健康診
断の機会等に、まずは風しんの抗体検査を受け
ましょう！

町では、高齢者肺炎球菌予防接種について、
任意接種を希望する方に、予防接種費用の一部
を助成します。費用助成を受けるためには、事
前に申請が必要です。町に接種歴がない方には、
申請書類を郵送しますので、内容をご確認のう
え、希望する場合はお申し込みください。なお、
費用助成を受けられるのは、定期接種・任意接
種あわせて、生涯に１回限りです。

問合せ　健康こども課(健康センター )
　　　　☎0178-60-7100

対象者　町に住所登録のある昭和37年4月2日
から昭和54年4月1日の間に生まれた男性

クーポン券の有効期限　令和4年2月28日(月)
※お手持ちのクーポン券の有効期限が「2021

年3月」と表示されていても、「2022年2月(令
和4年2月)」まで使用できます。

　(有効期限が延長されました)

任意接種の対象者(以下の全てに該当する方)
▶65歳以上で、定期接種の対象者ではない方

（定期接種対象者へは４月に予診票を送付済です）
▶過去に肺炎球菌予防接種の町の費用助成を

受けたことがない方
▶過去5年以内に肺炎球菌予防接種を受けて

いない方
費用助成後の自己負担額
　2,000円(生活保護受給者は無料)
申請期限　令和4年3月18日(金)

問合せ　健康こども課(健康センター )
　　　　☎0178-60-7100

児童手当は、中学校卒業まで(15歳に達した年
度末まで)の児童を養育している方に支給されま
す。

児童手当を引き続き受けるためには、「現況届」
を提出していただく必要があります。

対象の方には、現況届の用紙を６月初旬に郵
送しますので、期限内に必ず提出してください。

提出期限　6月30日(水)
提出書類　児童手当・特例給付現況届
※そのほか受給者に応じて必要な書類が異な

ります。詳しくは、郵送する「現況届提出
のお知らせ」をご確認ください。

問合せ　健康こども課(健康センター )
　　　　☎0178-60-7100

※現況届の提出がない場合は、6月分以降
の児童手当の支払いが差し止めとなる可
能性がありますので、ご注意ください。
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さくらんぼ化粧箱で町のPRにご協力を

住宅を新築・リフォームする方に費用の一部を補助します

問合せ　建設課(南部分庁舎)  ☎0179-34-2518

補助金の額
▶新築の場合　対象工事費(税抜)の2%を補助

(上限額50万円)
▶建売住宅の場合　取得費用（税抜）の2%を

補助(上限額50万円)
▶リフォームの場合　対象工事費(税抜)の10%

を補助(上限額20万円)
▶空き家バンク登録住宅の場合　対象工事費

(税抜)の12.5%を補助(上限額25万円)
▶被災住宅の場合　対象工事費(税抜)の20%を

補助(上限は30万円)

達者村農業観光振興会では、南部町と連携し、
「達者村農業観光”四季のまつり”」と銘打って、町
内外のお客様に1年を通じて農業観光(体験)を楽
しんでいただこうと、様々な果物狩りのメニュー
を取りそろえて活動しています。

また、南部町の観光と産業の振興に寄与するこ
とを目的に、観光客の誘致促進や宣伝などの活動
を行っています。

この度、当会では、さくらんぼの化粧箱を作成
することとしており、一般のさくらんぼ生産者に
も使用していただくことによって、広く南部町・
達者村をPRしたいと考えています。

化粧箱を使用して、町のPR活動に協力いただけ
る生産者の方は、「ながわ農業観光案内所」に備
え付けてある申込書に必要事項を記入のうえ、お
申し込みください。 問合せ・申込み

　ながわ農業観光案内所  ☎0178-76-3020

補助対象者(以下の全てに該当する方が対象)
▶4月1日以降に南部町住宅新築・リフォーム

支援事業推進協議会の登録事業者と下記※1
～3の金額以上で工事または売買の契約をし
た方

▶令和4年3月18日(金)までに実績報告を提出で
きる工事の実施または建売住宅を取得した方

▶申請時に町の税金(町外の方は居住地の税金)
を滞納していない方

※1 新築または建売住宅　1,000万円以上(税抜)　
※2 個人住宅または空き家バンク登録住宅のリ

フォーム　30万円以上(税抜)
※3 被災住宅　5万円以上(税抜)

1箱の値段(税込)　※50箱単位で受け付けします。
規格 寸法（縦×横×高） 価格

500g用箱 275㎜×190㎜×40㎜ 180円
1㎏用箱 275㎜×190㎜×55㎜ 220円
スリーブ 276㎜×195㎜×43㎜ 30円

※化粧箱はボンマット・ウレタンマット付きです。
※スリーブは配送伝票等を貼り付けするためのカ

バーで、1㎏用箱・500g用箱どちらにも使用で
きます。

1kg用化粧箱 500g用化粧箱 スリーブ

お知らせ　～南部町さくらんぼ狩りについて～
　南部町さくらんぼ狩りは、例年、6月中旬から7月中旬の予定で開催していますが、現在、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大や、さくらんぼの作柄状況を見据えながら、今年度の開催や受付方法などを協議
しているところです。開催内容が決まり次第お知らせしますので、ご了承くださるようお願いします。

南部町フルーツ狩り実行委員会
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危険物安全週間 自動車税の納付のお願い

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178-84-2850

NEWマシン　アダクション＆アブダクション
　太もも、お尻を鍛える事でO脚の改善、ウエストラ
インを細く見せる効果があります。また膝痛や腰痛
の予防、足痩せに期待できます。

トレーニングジムリニューアル記念企画 第5弾
女性必見 !  今月のジムトレ  ～脚編～

行列ができるレストラン「かだぁる」から新商品のお知らせ　

バーデパークでは短時
間での朝風呂を推奨して
います。短時間での朝風呂
は新陳代謝と免疫力アッ
プ、リフレッシュ効果で
健康増進に期待できます。

問合せ
▶三戸消防署名川分署　　☎ 0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎ 0178-84-2103

6月6日から12日まで、全国一斉に危険物安全週
間が実施されます。推進標語は「事故ゼロへ　トラ
イ重ねる　ワンチーム」です。

朝風呂営業時間　6時～8時　(受付7時30分まで)
6月末まで朝風呂利用者様にモーニングコーヒーを

サービス！朝風呂リフレッシュ効果で仕事効率アップ！

★6月生まれの方  プールお誕生月割引
　大人1,120円⇒500円 ・ 小人570円⇒300円

NEW

レストランメニュー テイクアウト　＆　デリバリー ※画像はイメージです

※お弁当、テイク
ア ウ ト も 承 っ
ています。

南
な ん ぶ

部 香
か お る

梅 ラーメン　780円
南部町産梅、鶏叉焼、シソ等をトッピング。
ラーメン通も絶賛の塩梅ラーメンです。

南部町産 達者米使用
まんぷく弁当　1,350円
豚カツ、煮物などの特製弁当

レストランかだぁる
特製オードブル　5,400円～
4 ～5人前　直径38cm

※5日前までにご予約が必要です。　※5,000円以上の注文で町内にお届けします。

コロナに負けずに働く方を応援！仕事前のリフレッシュ
朝風呂　330円（モーニングコーヒーサービス）

★今月の休館日
　 6月15日 ( 火 ) ～17日 ( 木 )

危険物に対する防火のチェックポイント
▶火気の近くで危険物を取り扱わない。
▶てんぷらなどの揚げ物をしているときは、絶対にそ

の場を離れない。離れる場合は必ず火を止める。
▶油の染み込んだ新聞紙、揚げカスはこまめに処分する。
▶ガソリンなどは蒸気が発生しないように専用の密閉

容器に入れ、換気の良い冷暗所に置く。

問合せ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　☎ 0178-27-5111

自動車税種別割は６月30日(水)までに、最寄りの
金融機関や郵便局、コンビニエンスストア等で納め
ましょう。インターネット上の専用サイトからクレ
ジットカードを利用して納付することもできます。

なお、クレジットカードまたは口座振替を利用し
て納付した場合、納税証明書は送付されませんが、
自動車税種別割の納付確認が電子化されているた
め、車検用の納税証明書の提示を省略することがで
きます。
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～各校の特色ある教育～

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》

　ハートフルライブラリーの皆さんによる読み聞かせで
す。未就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。
新型コロナ対策として、定員を設け予約制とします。
日時　6月27日(日)　10 時30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室1階　町民図書室
定員　10人 ※6月26日㈯12時までに図書室へ予約してください。

《おすすめセレクション》

和菓子のアン　    　　　　　　　　　　　　　坂本　司

百貨店の地下の和菓子屋
が舞台。そこで起こる数々
の謎と共に和菓子の奥深い
魅力が語られる、読んで楽
しい・美味しい1冊。是非、
お茶と和菓子のご用意を。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　6月7日(月)、14日(月)、21日(月)、28日(月)
問合せ　☎0178-76-3121 ※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》

◆電話応対これができればOKです！ 直井　みずほ
◆皮膚の秘密 ヤエル・アドラー
◆それでも僕は歩き続ける 田中　陽希
◆正欲 朝井　リョウ
◆白鳥とコウモリ 東野　圭吾
◆うつくしが丘の不幸の家 町田　そのこ
◆ドキュメント  湊　かなえ
◆おしゃべりな人見知り 山本　ゆり
◆ふしぎ駄菓子屋銭天堂　15 廣嶋　玲子
◆ありえない！ エリック・カール

交通事故「０」を目指して
学区内を国道4号線が横断する南部小学校。徒

歩で登校する児童のために、毎朝PTA校外生活
指導部の保護者と交通指導隊の方が交差点で見
守ってくださっています。普段の生活の中でも
交通事故に遭わないため、交通安全教室を行い
ました。

1、2年生は学校の周辺を歩いて、歩行者信号
のない横断歩道の渡り方や、横断歩道のない道
路の渡り方などを実際に体験しました。また、
お店やガソリンスタンドの前などは、出入りす
る車に十分注意することなどを指導隊の方から
教えていただきました。3年生以上は学校敷地内
で、自転車の乗り方の練習や、模擬交差点の渡
り方などを学びました。

こちらがルールを守っていても交通事故は起
こる可能性があります。自分の身は自分でしっ

校長：山田　昇　　　　　児童数：69人南部小学校

車が来ないか左右をよく見て渡ります

かり守れるよう、周りの様子に注意を払うこと
を忘れずに、交通事故「0」を目指します。
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6 June
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED

津一般戦 福岡GⅠ福岡チャンピオンカップ 常滑
GⅢ 宮島GⅢウエスタンヤング 常滑一般戦 児島SGグランドチャンンピオン

平和島
一般戦
(薄暮)

三国GⅡ
MB大賞

戸田GⅢ
オールレディース 江戸川GⅢオールレディース 戸田GⅢイースタンヤング 津一般戦 戸田一般戦 尼崎GⅢサッポロビールカップ

蒲郡GⅠオールジャパン竹島特別 大村一般戦 若松一般戦 大村一般戦 丸亀一般戦 住之江
一般戦 下関一般戦

大村一般戦 桐生一般戦 下関
一般戦 住之江GⅢオールレディース 桐生GⅢオールレディース 住之江

一般戦 蒲郡ヴィーナスシリーズ

デーレース ナイターレース

役立っています! ボートピアなんぶ交付金
　いすを購入したことにより、コミュニティセンターの利便性が向上し、参加者の増
加と地域の活性化が期待されます。(大向コミュニティ防災センター )

福
地
短
歌
会

人
ら
ま
だ
眠
れ
る
時
を
坦
々
と
朝
刊
入
れ
て
走
り
去
る
音	

川
守
田
慶
三

い
つ
に
な
く
腰
痛
忘
れ
て
跳
ね
起
き
る
春
駒
の
ご
と
心
勇
み
て	

大
久
保
雪
夫

洗
剤
の
香
る
タ
オ
ル
に
包
ま
れ
ば
守
り
く
れ
た
る
夫
の
温
も
り	

奥
寺　

睦
子

ひ
と
む
ら
の
木
瓜
の
蕾
は
朝
の
陽
に
向
ひ
て
は
つ
か
紅
く
な
り
ゆ
く	

工
藤　

裕
正

新
し
き
鞄
を
背
負
ひ
通
ふ
子
の
ぎ
こ
ち
な
き
様
早
や
ば
や
と
消
ゆ	

坂
上　

傳
吉

春
暖
に
白
梅
咲
け
ば
メ
ジ
ロ
二
羽
蜜
に
さ
そ
は
れ
小
枝
を
ゆ
ら
す	

水
梨　

正
夫

人
生
は
二
度
な
き
こ
と
を
覚
悟
し
て
初
め
て
悔
ひ
な
き
生
き
方
と
な
る	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

待
ち
侘
び
て
摘
む
菜
の
花
の
お
ひ
た
し
の
短
き
旬
を
い
た
だ
く
朝
餉	

馬
場　

昭
子

生
ま
れ
日
を
祝
ふ
が
ご
と
く
満
開
の
さ
く
ら
見
上
げ
る
米
寿
の
朝	

馬
場　
　

操

満
開
の
桜
の
城
に
古
を
し
の
び
つ
つ
ま
た
カ
メ
ラ
に
向
か
ふ	

馬
場　

敬
子

山
際
の
プ
ラ
ム
畑
の
枝
集
め
満
開
の
な
か
カ
モ
シ
カ
も
ゐ
て	

坂
本　

綾
子

純
白
の
木
蓮
の
花
か
が
や
き
て
ひ
と
ひ
ら
舞
ひ
ぬ
風
な
き
真
昼	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

五
時
起
き
の
四
月
の
日
の
出
カ
ー
テ
ン
に
す
き
間
ひ
と
す
じ
明
る
く
光
る	

中
野　

静
子

朝
ま
だ
き
大
岳
こ
え
て
届
き
く
る
光
つ
か
み
て
今
日
が
始
ま
る	

一
ノ
渡　

綮

そ
の
扉
開
け
た
ら
愛
が
あ
る
か
し
ら
光
求
め
て
歩
み
は
じ
め
る	

藤
野　

幸
枝

玉
刈
り
の
レ
ン
ギ
ョ
ウ
の
花
光
浴
び
地
上
の
太
陽
ひ
よ
ど
り
群
れ
る	

向
山　

敦
子

馬
淵
川
陽
の
光
浴
び
ゆ
う
ゆ
う
と
ヤ
ナ
ギ
若
葉
の
ふ
ち
ど
り
ぬ
っ
て	

工
藤　

孔
子

人
類
に
続
く
生
命
の
道
た
ど
る
は
や
ぶ
さ
２
の
光
ま
な
こ
に	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

千
切
り
の
新
玉
葱
の
断
面
が
乱
反
射
し
て
今
夜
の
サ
ラ
ダ	

山
下　

幸
枝

キ
ツ
ツ
キ
の
音
を
聞
く
の
は
二
年
ぶ
り
姿
見
え
ね
ど
里
の
ゆ
た
か
さ	

木
村
ひ
な
子

鍬
打
て
ば
土
が
喜
ぶ
さ
く
さ
く
と
モ
グ
ラ
の
穴
の
つ
づ
き
ゆ
く
畝	

奥　

あ
さ
子

南
部
藩
栄
華
の
と
き
の
夢
遠
く
さ
く
ら
の
花
と
散
り
た
る
ご
と
し	

安
ヶ
平
千
代

仰
ぎ
見
る
南
部
小
富
士
は
四
方
山
谷
間
に
の
こ
る
雪
を
光
ら
す	

八
木
田
順
峰

八戸地域広域市町村圏事務組合の概要
八戸地域広域市町村圏事務組合は、消防・ごみ・

介護福祉などに関する業務を市町村共同で行う
ために設置された特別地方公共団体(一部事務組
合)で、昭和46年に発足しました。構成市町村は、
八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、
新郷村、おいらせ町の８市町村です。

共同で処理する事業
　事業によって、全市町村で共同処理するものや、
一部の市町村で共同処理するものがあります。
消防事務 全市町村介護認定審査会事務
し尿処理施設に関すること 八戸市・南部町の

旧福地村の区域・
階上町

ごみ焼却施設に関すること
八戸リサイクルプラザに関す
ること

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局
　　　　（八戸市総務課内）　☎ 0178-43-9556

い
に
し
え
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募
集
人
数　
10
人
程
度

こ
ん
な
女
性
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

▼
学
習
し
た
成
果
を
活
か
し
、
地

域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
等
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
方

▼
原
則
と
し
て
全
５
回
の
講
義
に

参
加
で
き
る
方

受
講
料　
無
料

※
講
義
と
選
択
講
座
の
受
講
・
聴

講
に
係
る
交
通
費
、
通
信
費
は

自
己
負
担

託
児　
無
料
（
要
予
約
）

※
１
歳
半
～
未
就
学
児

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
必
要
で
す
。

お知らせ
information

行政相談・人権相談
期日　7月1日(木)
時間　13時~15時
場所　福地公民館・剣吉公民館・
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）

☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部

分庁舎）☎0179-34-2509

7・8月の休日窓口開設日
期日　7月3日（土）、17日（土）
　　　8月7日（土）、21日（土）
時間　8時15分~12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　 住民票・印鑑証明書　
　　　　　の交付、印鑑登録
※ 平日は、当日16時までの電話

予約で、18時まで窓口の時間
を延長できます。業務内容は
休日窓口と同じです。

問合せ  住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（令和3年5月20日現在）

対先月比

人　口 17,432 人 （－6）
男 8,289 人 （－2）
女 9,143 人 （－4）

世帯数 7,513 世帯 （+8）

制度案内
国
民
年
金
の
納
付
は
し
っ

か
り
と

　
　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な

い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺
族
年

金
な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
付

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

が
な
く
、
納
付
の
手
間
の
か
か
ら

な
い
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
で
国
民

年
金
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
の
た
め
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
も
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

住
民
生
活
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
０
９

地
域
活
動
を
始
め
て
み
た
い
け

れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
声

を
、
ま
ち
づ
く
り
や
子
育
て
、
防

災
な
ど
に
生
か
し
、
地
域
活
動
で

自
分
ら
し
く
輝
く
ヒ
ン
ト
を
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　
南
部
町
内

期
間　
７
月
～
11
月

対
象　
県
内
在
住
の
女
性
（
18
歳

以
上
）

応
募
方
法

提
出
書
類　
受
講
申
込
書

申
込
先　
青
森
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

　

〒
０
３
０
―
０
８
２
２

　

青
森
市
中
央
３
丁
目
１
７
―
１

　

☎
０
１
７
・７
３
２
・１
０
８
５

　

FAX
０
１
７
・７
３
２
・１
０
７
３

申
込
締
切
日　
７
月
１
日
（
木
）

そ
の
他　
受
講
申
込
書
に
は
応
募

動
機
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
書
は
役
場
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
青
森
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

住
民
生
活
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
０
９

募集案内
あ
お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
カ
デ

ミ
ー
地
域
女
性
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

広告
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健
康
こ
ど
も
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、
男
性
は
17
歳
か
ら
64
歳
、
女

性
は
18
歳
か
ら
64
歳
の
健
康
な
方

に
４
０
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
献
血

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
間
に
献
血
の
経
験
が
あ
れ
ば
、

69
歳
ま
で
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
６
月
24
日
（
木
）

▼
夏
堀
組　

９
時
～
11
時
30
分

▼
南
部
分
庁
舎　

13
時
～
16
時

そ
の
他　
安
全
で
責
任
の
あ
る
献

血
を
お
願
い
す
る
た
め
、
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

就
業
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　

休
憩
１
時
間

休
日　

土
・
日
・
祝
・
そ
の
他　

会
社
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

希
望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
先

ま
で
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）・

職
務
経
歴
書
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

紹
介
状
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

三
信
包
装
（
株
）
採
用
担
当

　

〒
０
３
１
―
０
０
７
１

　

八
戸
市
沼
館
一
丁
目
15
―
９

　

☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

開
催
日

　

6
月
7
日
（
月
）・
21
日
（
月
）

　

7
月
12
日
（
月
）・
26
日
（
月
）

時
間　
13
時
30
分
～
18
時
30
分　

　
　
　
（
最
終
受
付
18
時
）

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　

運
動
指
導
室

内
容　
各
種
測
定
、
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
健
康
相
談

費
用　
無
料

※
最
近
の
健
診
結
果
を
お
持
ち
の

方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
日
本
代
表

選
手
と
し
て
活
躍
し
た
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
競
技

写
真
パ
ネ
ル
等
を
展
示
す
る
巡
回

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
15
日
（
火
）

　
　
　

～
６
月
18
日
（
金
）

時
間　
９
時
～
21
時

場
所　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
無
料

問
合
せ

　

名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

職
種
　
製
袋
機
の
操
作
、
包
装
・

検
品
作
業

雇
用
形
態

▼
１
年
単
位
の
有
期
雇
用
契
約

　
（
原
則
更
新
）

▼
社
会
保
険
・
労
働
保
険
完
備

採
用
人
数　
２
名

賃
金　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
業
場
所　
三
信
包
装
（
株
）
福
地
工
場

　

南
部
町
大
字
法
師
岡
字
仁
右
エ

門
山
3
―
12

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

6月17日(木)

開催案内
Ｂ
＆
Ｇ
巡
回
写
真
展

「
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
」

開催案内
達
者
de
健
康
相
談

求人情報
三
信
包
装
株
式
会
社

福
地
工
場
（
町
誘
致
企
業
）

実施案内
献
血
に
ご
協
力
を

広告
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

福
祉
介
護
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

広告

広告

広告
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達者村楽
ら く の う

農クラブ

広告

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

6月9日（水）、23日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時~

6月7日 ( 月 )、15日 ( 火 )、21日 ( 月 )、29日 ( 火 )

編集後記
　ぼたんまつりの取材では、単なる風景写真で
はなく、人物も写る写真を撮りたいがために悪
戦苦闘。なかなか思い通りの構図で撮影するこ
とができず･･･。写真の技術向上のため、精進し
たいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【美】

南部町医療センターからの
お知らせ ☎ 0178-76-2001

町営市場の販売状況（4月16日～5月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ ( りんご ) 36,676 3,051 83 210
金星 ( りんご ) 2,830 247 87 241
長芋 29,822 4,342 146 197
にんにく 6,587 19,392 2,944 1,529
長芋の種 12,770 5,542 434 123
キャベツ 4,070 516 127 194
ねぎ 8,975 3,002 334 252
きゅうり 7,954 2,136 269 308
ゴボウ 2,892 1,051 363 200
ほうれん草 1,262 503 398 482
小松菜 723 189 262 565
シイタケ 920 551 599 669
アスパラガス 212 345 1,633 1,658
シドケ 211 376 1,785 1,572
ボウナ 95 170 1,795 1,539
タラの芽 411 889 2,165 1,318
ウルイ 500 246 493 521

6・7月の休場日
6月6日（日）、7日 ( 月 )、9日（水）、13日（日）、16日（水）、20日（日）、
　23日（水）、27日（日）、30日 ( 水 )
7月4日（日）、7日（水）、11日 ( 日 )、14日（水）、18日（日）、22日（木）、
　25日（日）、30日（金）

　令和3年の国民の祝日のうち、「海の日」「山の日」「ス
ポーツの日」がそれぞれ移動になりましたが、町営市
場の休開場日について変更はありません。
※令和3年町営市場カレンダーのとおりです。

達者村楽農クラブでは、農業アドバイザー
の指導のもと正しい農業知識を身につけ、
会員の皆さんが1つの畑で共同で農作業を行
い、収穫の喜びを分かち合うことで交流を
深めています。

活動は毎週水曜日としていましたが、6月
から11月までの期間、毎月第3日曜日も新
たに活動日としました。

年会員だけでなく、1日限りの農作業体験
や見学の参加者も募集していますので、こ
の機会にぜひご参加ください。
問合せ・申込み
　達者村楽農クラブ事務局(会長 石橋)
　☎080-6045-0401

問合せ　町営地方卸売市場　☎0179-22-0011

祝日 祝日の移動日 市場の休開場

海の日
7月19日(月)

⇒7月22日(木)
7月19日(月)：開場日
7月22日(木)：休場日

スポーツ
の日

10月11日(月)
⇒7月23日(金)

10月11日(月)・7月23日(金)
開場日

山の日
8月11日(水)
⇒8月8日(日)

※9日(月)振替休日

8月11日(水)：開場日
8月8日(日)：休場日

8月9日：開場日
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00 ６月号

第 64号

発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

▽ 南部町議会 100 回を記念して　（22 ㌻～ 23 ㌻）
▽ ３月定例会の主な議案、議案に対する主な質疑　（24 ㌻～ 27 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 新型コロナウイルス感染症対策と医療センターの取り組みは。小・中学校におけるバ

リアフリー化の現状と取り組みは。結婚新生活支援事業の設置を。（28 ㌻）
 ⇒ 学校統廃合後の校舎および跡地の活用は。

新たな宅地分譲地候補地選定などの進捗と今後の予定は。（29 ㌻）
 ⇒ 災害の教訓が生かされるまちづくりを。（30 ㌻）
 ⇒ 改正食品表示法および改正食品衛生法への町の対応は。馬淵川氾濫と大志田ダム放水

の関係性は。町内の新型コロナウイルスの感染状況は。（31 ㌻）
 ⇒ コロナ禍における人口減少・関係人口対策は。

ジュノハート生産農家への新たな支援は。（32 ㌻）
 ⇒ 町長の今後の町政に対する考えは。（33 ㌻）
▽ 常任委員会報告　（34 ㌻～ 35 ㌻）
▽ 議会傍聴など　（35 ㌻）

　３月２日から３月 12 日まで、第 100 回南部町議会定例会が開かれました。（詳細は 22 ㌻から）
　また、各常任委員会では所管事務調査を実施し、調査結果を議会へ報告しました。（詳細は 34 ㌻）

第 100 回南部町議会定例会第 100 回南部町議会定例会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

総務企画常任委員会総務企画常任委員会

産業建設常任委員会産業建設常任委員会
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01６月号02 ６月号

◎ 南部町議会 100 回を記念して

平
成
18
年
１
月
１
日

　
南
部
町
誕
生

平
成
18
年
１
月
12
日

　
第
１
回
南
部
町
議
会
臨
時
会

平
成
25
年
５
月
31
日
　
第
50
回
南
部
町
議
会
定
例
会

令
和
３
年
３
月
２
日
　
第

100
回
南
部
町
議
会
定
例
会

令
和
３
年
１
月
１
日
　
南
部
町
合
併
15
周
年

平
成
28
年
１
月
１
日
　
南
部
町
合
併
10
周
年

平
成
26
年
６
月
１
日
　
南
部
町
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
27
年
10
月
１
日
　
議
員
定
数
を
18
人
↓
16
人

　南部町の誕生とともに第１回目の南部
町議会が開催され、合併 15 周年の節目
の年に記念すべき第 100 回を迎えるこ
とができました。
　これまでの議会運営に対し、住民の皆
さまや先輩議員、町長、職員の皆さまに
改めて敬意と感謝を申し上げます。
　今後とも南部町発展のため誠心誠意努
力してまいる所存でありますので、より
一層のご支援・ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

平
成
23
年
10
月
１
日
　
議
員
定
数
を
20
人
↓
18
人

平
成
19
年
10
月
１
日

　
議
員
定
数
を
43
人
↓
20
人

南部町議会
議 長  夏 堀 文 孝

南
部
町
議
会
100
回
を
記
念
し
て

南
部
町
議
会
100
回
を
記
念
し
て

　
平
成
18
年
１
月
12
日
に
第
１
回
目
と
な
る
議
会「
第
１
回
南
部
町
議
会
臨
時
会
」

を
開
催
し
、
令
和
３
年
３
月
２
日
に
開
会
し
た
南
部
町
議
会
定
例
会
で
第

100
回
目

の
本
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
町
長
提
出
議
案
の
審
議
だ
け
で
な
く
、
平
成
28
年
９
月
７
日
に
公
布

さ
れ
た
「
南
部
町
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
、
議
会
議
員
に

よ
る
条
例
の
制
定
も
行
い
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

初
代
　
工  

藤  

久  

夫 

氏

（
平
成
18
年
１
月
12
日
〜

平
成
19
年
９
月
30
日
）

２
代
　
小
笠
原 

義
弘 

氏

（
平
成
19
年
10
月
10
日
〜

平
成
23
年
９
月
30
日
）

３
代
　
坂  

本  

正  

紀 

氏

（
平
成
23
年
10
月
12
日
〜

平
成
27
年
９
月
30
日
）

４
代
　
馬  

場  

又  

彦 

氏

（
平
成
27
年
10
月
14
日
〜

令
和
元
年
９
月
30
日
）

５
代
　
夏  

堀  

文  

孝 

氏

（
令
和
元
年
10
月
10
日
〜

現
在
）

第１回南部町議会臨時会 ( 平成 18 年 10 月 )第１回南部町議会臨時会 ( 平成 18 年 10 月 )

第 11 回南部町議会臨時会 ( 平成 19 年 10 月 )第 11 回南部町議会臨時会 ( 平成 19 年 10 月 )

第 40 回南部町議会臨時会 ( 平成 23 年 10 月 )第 40 回南部町議会臨時会 ( 平成 23 年 10 月 )

第 65 回南部町議会臨時会 ( 平成 27 年 10 月 )第 65 回南部町議会臨時会 ( 平成 27 年 10 月 )

第 89 回南部町議会臨時会 ( 令和元年 10 月 )第 89 回南部町議会臨時会 ( 令和元年 10 月 )
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01６月号02 ６月号

◎ 南部町議会 100 回を記念して

平
成
18
年
１
月
１
日

　
南
部
町
誕
生

平
成
18
年
１
月
12
日

　
第
１
回
南
部
町
議
会
臨
時
会

平
成
25
年
５
月
31
日
　
第
50
回
南
部
町
議
会
定
例
会

令
和
３
年
３
月
２
日
　
第

100
回
南
部
町
議
会
定
例
会

令
和
３
年
１
月
１
日
　
南
部
町
合
併
15
周
年

平
成
28
年
１
月
１
日
　
南
部
町
合
併
10
周
年

平
成
26
年
６
月
１
日
　
南
部
町
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
27
年
10
月
１
日
　
議
員
定
数
を
18
人
↓
16
人

　南部町の誕生とともに第１回目の南部
町議会が開催され、合併 15 周年の節目
の年に記念すべき第 100 回を迎えるこ
とができました。
　これまでの議会運営に対し、住民の皆
さまや先輩議員、町長、職員の皆さまに
改めて敬意と感謝を申し上げます。
　今後とも南部町発展のため誠心誠意努
力してまいる所存でありますので、より
一層のご支援・ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

平
成
23
年
10
月
１
日
　
議
員
定
数
を
20
人
↓
18
人

平
成
19
年
10
月
１
日

　
議
員
定
数
を
43
人
↓
20
人

南部町議会
議 長  夏 堀 文 孝

南
部
町
議
会
100
回
を
記
念
し
て

南
部
町
議
会
100
回
を
記
念
し
て

　
平
成
18
年
１
月
12
日
に
第
１
回
目
と
な
る
議
会「
第
１
回
南
部
町
議
会
臨
時
会
」

を
開
催
し
、
令
和
３
年
３
月
２
日
に
開
会
し
た
南
部
町
議
会
定
例
会
で
第

100
回
目

の
本
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
町
長
提
出
議
案
の
審
議
だ
け
で
な
く
、
平
成
28
年
９
月
７
日
に
公
布

さ
れ
た
「
南
部
町
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
、
議
会
議
員
に

よ
る
条
例
の
制
定
も
行
い
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

初
代
　
工  

藤  

久  

夫 

氏

（
平
成
18
年
１
月
12
日
〜

平
成
19
年
９
月
30
日
）

２
代
　
小
笠
原 

義
弘 

氏

（
平
成
19
年
10
月
10
日
〜

平
成
23
年
９
月
30
日
）

３
代
　
坂  

本  

正  
紀 
氏

（
平
成
23
年
10
月
12
日
〜

平
成
27
年
９
月
30
日
）

４
代
　
馬  

場  

又  

彦 

氏

（
平
成
27
年
10
月
14
日
〜

令
和
元
年
９
月
30
日
）

５
代
　
夏  

堀  

文  

孝 

氏

（
令
和
元
年
10
月
10
日
〜

現
在
）

第１回南部町議会臨時会 ( 平成 18 年 10 月 )第１回南部町議会臨時会 ( 平成 18 年 10 月 )

第 11 回南部町議会臨時会 ( 平成 19 年 10 月 )第 11 回南部町議会臨時会 ( 平成 19 年 10 月 )

第 40 回南部町議会臨時会 ( 平成 23 年 10 月 )第 40 回南部町議会臨時会 ( 平成 23 年 10 月 )

第 65 回南部町議会臨時会 ( 平成 27 年 10 月 )第 65 回南部町議会臨時会 ( 平成 27 年 10 月 )

第 89 回南部町議会臨時会 ( 令和元年 10 月 )第 89 回南部町議会臨時会 ( 令和元年 10 月 )
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◎ 主な議案（第 100 回定例会）

03６月号04 ６月号

◎ 主な議案（第 100 回定例会）

令和２年度に新設した上名久井公民館令和２年度に新設した上名久井公民館

■
南
部
町
名
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
他
２
施
設

【
管
理
者
】

　
社
会
福
祉
法
人
南
部
町
社

会
福
祉
協
議
会

■
南
部
町
斗
賀
・
新
開
地
地

区
介
護
予
防
拠
点
施
設
げ

ん
き
館

【
管
理
者
】

　
斗
賀
・
新
開
地
地
区
介
護
予

防
拠
点
施
設
運
営
委
員
会

■
鳥
舌
内
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

【
管
理
者
】

　
鳥
舌
内
新
生
活
運
動
協
議
会

■
南
部
町
名
川
り
ん
ご
集
出

荷
貯
蔵
セ
ン
タ
ー

【
管
理
者
】

　
八
戸
農
業
協
同
組
合

■
南
部
町
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
他
１
施
設

【
管
理
者
】

　
一
般
財
団
法
人
南
部
町
健

康
増
進
公
社

　
工
藤
　
　
力
　
氏
（
上
名
久
井
）

　
佐
々
木
貞
行
　
氏
（
上
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
南
部
町
大
字
平
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任

▽
村
井
　
正
雄
　
氏
（
　
平
　
）

　
野
田
　
　
寛
　
氏
（
　
平
　
）

　
橋
本
　
正
志
　
氏
（
　
平
　
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
南
部
町
大
字
平
字
下
平
外

14
字
財
産
区
管
理
会
委
員

の
選
任

▽
砂
庭
　
周
平
　
氏
（
　
平
　
）

　
松
井
　
順
一
　
氏
（
　
平
　
）

　
長
根
　
喜
一
　
氏
（
　
平
　
）

　
西
村
　
勝
久
　
氏
（
　
平
　
）

　
小
萩
沢
一
信
　
氏
（
　
平
　
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

条

　例

■
南
部
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
及
び
南
部

町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
国
が
進
め
て
い
る
押
印

見
直
し
に
よ
る
行
政
手
続

の
簡
素
化
を
推
進
し
、
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
押

印
を
廃
止
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
３
年
間
の
介
護
保
険

料
を
現
行
の
保
険
料
と
同

額
（
第
５
段
階
の
月
額
保

険
料
７
４
０
０
円
）
に
定

め
る
と
と
も
に
、
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
引
き
続
き

実
施
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
健
康
福
祉
課
で
担
当
し

て
い
る
業
務
を
よ
り
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
「
福

祉
介
護
課
」
と
「
健
康
こ

ど
も
課
」
の
２
課
体
制
に

移
行
す
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
道
路
占
用
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
道
路
占
用

料
の
額
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
集
会
所
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
集
会
所
条
例
か
ら
埖
渡

研
修
館
を
削
除
す
る
ほ

か
、
上
名
久
井
公
民
館
を

新
た
に
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

た
。変
更
す
る
路
線
は「
殿

村
２
号
線
」、
変
更
後
の

総
延
長
42
・
４
㍍
。

■
新
町
建
設
計
画
の
変
更

▽
　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

合
併
市
町
村
に
係
る
地
方

債
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
合
併
特

例
債
の
発
行
可
能
期
間
が

５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
合
併
特

例
債
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
計
画
期
間
や
主
要
指

標
、
財
政
計
画
の
変
更
を

行
っ
た
。

■
苫
米
地
集
会
所
他
32
施
設

▽
　
指
定
期
間
が
満
了
す
る

各
地
区
の
集
会
施
設
と
令

和
２
年
度
に
建
設
し
た
集

会
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
各
地
区
の
町
内
会
な

ど
を
指
定
し
た
。

※

　
指
定
す
る
期
間
は
、
い

ず
れ
の
施
設
も
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
。

■
南
部
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

▽
山
田
　
和
彦
　
氏
（
斗
　
賀
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
15
日
ま
で

■
南
部
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

▽
佐
々
木
　
豊
　
氏
（
埖
　
渡
）

　
岩
舘
　
茂
好
　
氏
（
沖
田
面
）

　
中
村
　
研
一
　
氏
（
上
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
15
日
ま
で

■
南
部
町
大
字
上
名
久
井
財

産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

▽
四
戸
　
榮
二
　
氏
（
上
名
久
井
）

そ
の
他

指
定
管
理

人

　事

■
南
部
町
消
防
施
設
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
名
川
第
１
分
団
お
よ
び

名
川
第
11
分
団
の
屯
所
敷

地
を
分
筆
し
た
こ
と
や
、

福
地
第
８
分
団
屯
所
の
移

転
新
築
に
伴
い
、
消
防
施

設
の
位
置
を
改
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
町
道
の
路
線
認
定

▽
　
県
道
苫
米
地
兎
内
線
の

工
事
完
了
に
伴
い
、
移
管

さ
れ
た
旧
県
道
な
ど
２
路

線
を
町
道
と
し
て
認
定
し

た
。
路
線
名
は
「
町
中
・

後
小
路
線
」
総
延
長
１
２

５
・
０
８
㍍
、「
殿
村
５

号
線
」
総
延
長
23
㍍
。

■
町
道
の
路
線
変
更

▽
　
県
道
苫
米
地
兎
内
線
の

工
事
完
了
に
伴
い
、
既
存

町
道
の
起
点
部
を
変
更
し

福祉介護課福祉介護課 健康こども課健康こども課
▶障がい者や生活保護、介護保
険に関すること

　☎0178-60-7101
▶高齢者の総合相談などに関す
ること

　☎0178-76-2555

▶健康増進や子育て支援などに
関すること

　☎0178-60-7100
▶国民健康保険・後期高齢者医
療に関すること

　☎0178-76-3323

第
100
回
南
部
町
議
会

定
例
会

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
含
む

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

　
第
100
回
定
例
会
に
は
、条
例
の
制
定・一
部
改
正
、令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
山
田
賢
司
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
９
・
10
日
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

３
月
２
日 

〜 

３
月
12
日

予

　算
主 

な 

議 

案

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

　
　
令
和
３
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
１
０
２
億
７
千

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
32
億
２
７
０
０
万
円

（
23
・
９
％
）
の
減
と
な

り
、
14
の
特
別
会
計
と

病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ

た
町
の
総
予
算
額
は
２
１

２
億
３
９
３
７
万
円
で
、

前
年
度
の
予
算
額
と
比
較

す
る
と
30
億
３
４
１
万
円

（
12
・
４
％
）
の
減
額
と

な
っ
た
。

　
　
一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
１

億
７
１
４
万
４
千
円
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事

業
３
３
１
２
万
４
千
円
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事

業
１
５
０
０
万
円
、
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

４
５
０
万
円
な
ど
。

※

　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

▽
　
各
種
事
業
の
確
定
お
よ

び
確
定
見
込
み
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
４
億
２
７
４
８
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
６
０

億
２
７
８
１
万
２
千
円
と

し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

決
算
見
込
み
に
よ
る
各
種

事
業
費
を
減
額
し
た
ほ

か
、
国
の
第
３
次
補
正
予

算
に
対
応
す
る
た
め
、
町

道
の
舗
装
改
修
工
事
に
係

る
経
費
９
４
０
０
万
円
や

小
中
学
校
空
調
設
備
設
置

事
業
に
係
る
設
計
委
託
料

１
３
４
３
万
１
千
円
な
ど

を
計
上
し
た
。

※
　
ほ
か
７
つ
の
特
別
会
計

に
お
い
て
、
決
算
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
増
減
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

広報なんぶちょう 6月号 24



◎ 主な議案（第 100 回定例会）

03６月号04 ６月号

◎ 主な議案（第 100 回定例会）

令和２年度に新設した上名久井公民館令和２年度に新設した上名久井公民館

■
南
部
町
名
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
他
２
施
設

【
管
理
者
】

　
社
会
福
祉
法
人
南
部
町
社

会
福
祉
協
議
会

■
南
部
町
斗
賀
・
新
開
地
地

区
介
護
予
防
拠
点
施
設
げ

ん
き
館

【
管
理
者
】

　
斗
賀
・
新
開
地
地
区
介
護
予

防
拠
点
施
設
運
営
委
員
会

■
鳥
舌
内
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

【
管
理
者
】

　
鳥
舌
内
新
生
活
運
動
協
議
会

■
南
部
町
名
川
り
ん
ご
集
出

荷
貯
蔵
セ
ン
タ
ー

【
管
理
者
】

　
八
戸
農
業
協
同
組
合

■
南
部
町
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
他
１
施
設

【
管
理
者
】

　
一
般
財
団
法
人
南
部
町
健

康
増
進
公
社

　
工
藤
　
　
力
　
氏
（
上
名
久
井
）

　
佐
々
木
貞
行
　
氏
（
上
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
南
部
町
大
字
平
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任

▽
村
井
　
正
雄
　
氏
（
　
平
　
）

　
野
田
　
　
寛
　
氏
（
　
平
　
）

　
橋
本
　
正
志
　
氏
（
　
平
　
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
南
部
町
大
字
平
字
下
平
外

14
字
財
産
区
管
理
会
委
員

の
選
任

▽
砂
庭
　
周
平
　
氏
（
　
平
　
）

　
松
井
　
順
一
　
氏
（
　
平
　
）

　
長
根
　
喜
一
　
氏
（
　
平
　
）

　
西
村
　
勝
久
　
氏
（
　
平
　
）

　
小
萩
沢
一
信
　
氏
（
　
平
　
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

条

　例

■
南
部
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
及
び
南
部

町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
国
が
進
め
て
い
る
押
印

見
直
し
に
よ
る
行
政
手
続

の
簡
素
化
を
推
進
し
、
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
押

印
を
廃
止
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
３
年
間
の
介
護
保
険

料
を
現
行
の
保
険
料
と
同

額
（
第
５
段
階
の
月
額
保

険
料
７
４
０
０
円
）
に
定

め
る
と
と
も
に
、
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
引
き
続
き

実
施
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
健
康
福
祉
課
で
担
当
し

て
い
る
業
務
を
よ
り
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
「
福

祉
介
護
課
」
と
「
健
康
こ

ど
も
課
」
の
２
課
体
制
に

移
行
す
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
道
路
占
用
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
道
路
占
用

料
の
額
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
集
会
所
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
集
会
所
条
例
か
ら
埖
渡

研
修
館
を
削
除
す
る
ほ

か
、
上
名
久
井
公
民
館
を

新
た
に
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

た
。変
更
す
る
路
線
は「
殿

村
２
号
線
」、
変
更
後
の

総
延
長
42
・
４
㍍
。

■
新
町
建
設
計
画
の
変
更

▽
　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

合
併
市
町
村
に
係
る
地
方

債
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
合
併
特

例
債
の
発
行
可
能
期
間
が

５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
合
併
特

例
債
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
計
画
期
間
や
主
要
指

標
、
財
政
計
画
の
変
更
を

行
っ
た
。

■
苫
米
地
集
会
所
他
32
施
設

▽
　
指
定
期
間
が
満
了
す
る

各
地
区
の
集
会
施
設
と
令

和
２
年
度
に
建
設
し
た
集

会
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
各
地
区
の
町
内
会
な

ど
を
指
定
し
た
。

※

　
指
定
す
る
期
間
は
、
い

ず
れ
の
施
設
も
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
。

■
南
部
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

▽
山
田
　
和
彦
　
氏
（
斗
　
賀
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
15
日
ま
で

■
南
部
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

▽
佐
々
木
　
豊
　
氏
（
埖
　
渡
）

　
岩
舘
　
茂
好
　
氏
（
沖
田
面
）

　
中
村
　
研
一
　
氏
（
上
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
15
日
ま
で

■
南
部
町
大
字
上
名
久
井
財

産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

▽
四
戸
　
榮
二
　
氏
（
上
名
久
井
）

そ
の
他

指
定
管
理

人

　事

■
南
部
町
消
防
施
設
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
名
川
第
１
分
団
お
よ
び

名
川
第
11
分
団
の
屯
所
敷

地
を
分
筆
し
た
こ
と
や
、

福
地
第
８
分
団
屯
所
の
移

転
新
築
に
伴
い
、
消
防
施

設
の
位
置
を
改
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
町
道
の
路
線
認
定

▽
　
県
道
苫
米
地
兎
内
線
の

工
事
完
了
に
伴
い
、
移
管

さ
れ
た
旧
県
道
な
ど
２
路

線
を
町
道
と
し
て
認
定
し

た
。
路
線
名
は
「
町
中
・

後
小
路
線
」
総
延
長
１
２

５
・
０
８
㍍
、「
殿
村
５

号
線
」
総
延
長
23
㍍
。

■
町
道
の
路
線
変
更

▽
　
県
道
苫
米
地
兎
内
線
の

工
事
完
了
に
伴
い
、
既
存

町
道
の
起
点
部
を
変
更
し

福祉介護課福祉介護課 健康こども課健康こども課
▶障がい者や生活保護、介護保
険に関すること

　☎0178-60-7101
▶高齢者の総合相談などに関す
ること

　☎0178-76-2555

▶健康増進や子育て支援などに
関すること

　☎0178-60-7100
▶国民健康保険・後期高齢者医
療に関すること

　☎0178-76-3323

第
100
回
南
部
町
議
会

定
例
会

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
含
む

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

　
第
100
回
定
例
会
に
は
、条
例
の
制
定・一
部
改
正
、令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
山
田
賢
司
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
９
・
10
日
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

３
月
２
日 

〜 

３
月
12
日

予

　算
主 

な 

議 

案

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

　
　
令
和
３
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
１
０
２
億
７
千

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
32
億
２
７
０
０
万
円

（
23
・
９
％
）
の
減
と
な

り
、
14
の
特
別
会
計
と

病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ

た
町
の
総
予
算
額
は
２
１

２
億
３
９
３
７
万
円
で
、

前
年
度
の
予
算
額
と
比
較

す
る
と
30
億
３
４
１
万
円

（
12
・
４
％
）
の
減
額
と

な
っ
た
。

　
　
一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
１

億
７
１
４
万
４
千
円
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事

業
３
３
１
２
万
４
千
円
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事

業
１
５
０
０
万
円
、
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

４
５
０
万
円
な
ど
。

※

　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

▽
　
各
種
事
業
の
確
定
お
よ

び
確
定
見
込
み
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
４
億
２
７
４
８
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
６
０

億
２
７
８
１
万
２
千
円
と

し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

決
算
見
込
み
に
よ
る
各
種

事
業
費
を
減
額
し
た
ほ

か
、
国
の
第
３
次
補
正
予

算
に
対
応
す
る
た
め
、
町

道
の
舗
装
改
修
工
事
に
係

る
経
費
９
４
０
０
万
円
や

小
中
学
校
空
調
設
備
設
置

事
業
に
係
る
設
計
委
託
料

１
３
４
３
万
１
千
円
な
ど

を
計
上
し
た
。

※

　
ほ
か
７
つ
の
特
別
会
計

に
お
い
て
、
決
算
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
増
減
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
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◎ 主な議案（第 100 回定例会）、議案に対する主な質疑

05６月号06 ６月号

◎ 議案に対する主な質疑

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

ふるさと運動公園を公認競技場へ

　ふるさと運動公園陸上競技場は、郡
内で唯一の公認競技場を目指し、日本
陸上競技連盟へ公認申請を行う予定と
している。
　公認競技場で行った大会の結果は公
式記録と認められる。
施設利用に関する問合せ
名川 B&G 海洋センター ☎0178-76-3310

ふるさと運動公園陸上競技場ふるさと運動公園陸上競技場

■
令
和
２
年
度
南
部
町
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

【
問
】　
農
林
漁
業
体
験
実

習
館
チ
ェ
リ
ウ
ス
の
利
用

者
減
に
よ
り
歳
入
を
減
額

し
て
い
る
が
、
令
和
２
年

度
の
施
設
利
用
率
は
。

中
舘
文
雄
　議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
２
年
度
の
利
用
者

総
数
は
、
３
月
末
で
約
２

万
８
８
８
０
人
と
推
計
し

て
い
る
。
令
和
元
年
度
と

比
べ
約
１
万
１
２
０
０
人

（
約
28
％
）の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
推
進
交
付
金
の
詳
細
は
。

西
野
耕
太
郎
　議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

は
、
労
働
派
遣
業
を
行
え

る
特
定
地
域
づ
く
り
協
同

組
合
を
設
立
し
、
労
働
力

不
足
と
地
域
づ
く
り
の
人

材
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
　
特
定
地
域
づ
く
り
共
同

組
合
の
運
営
に
係
る
費
用

の
２
分
の
１
を
町
が
負
担

す
る
。
町
が
負
担
し
た
額

の
２
分
の
１
が
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
り
、
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
推
進
交
付

金
と
し
て
町
に
交
付
さ
れ

る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

【
問
】　
三
町
食
べ
歩
き
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
南
部
町

内
の
実
績
は
。
ま
た
、
今

後
の
予
定
は
。

中
舘
文
雄
　議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
三
戸
町
・
田

子
町
・
南
部
町
の
三
町
で

実
施
し
、
ク
ー
ポ
ン
の
総

数
は
８
１
４
枚
で
あ
っ

た
。
一
町
あ
た
り
約
１
１

０
万
円
以
上
の
経
済
効
果

が
あ
っ
た
と
試
算
し
て
い

る
。
令
和
３
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
。

↙
主
な
質
疑
の
つ
づ
き

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
町
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
拠

点
づ
く
り
の
詳
細
は
。

夏
堀
文
孝
　議
員

【
町
長
答
弁
】

　
　
新
庁
舎
周
辺
に
庁
舎
な

ど
を
利
用
す
る
方
々
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
交
流
で

き
る
施
設
を
考
え
て
い

る
。
施
設
の
場
所
や
事
業

内
容
を
精
査
し
、
構
想
を

提
示
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入

サ
ポ
ー
ト
業
務
の
内
容
は
。

工
藤
正
孝
　議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
に

伴
う
各
種
事
務
手
続
の
支

援
を
受
け
る
も
の
で
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
予
定

時
期
は
令
和
４
年
度
。
対

象
税
目
は
、個
人
住
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）、
国
民
健

康
保
険
税
の
４
税
目
で
、

コ
ン
ビ
ニ
や
一
部
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
納
付
が
可
能

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　
保
健
衛
生
施
設
費

が
約
１
３
０
０
万
円
増
額

し
て
い
る
が
、
要
因
は
。

滝
田
勉
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
健
康
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
費
を
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
計
上
し
て
い

た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
一
般
会
計
に
計
上
す
る

こ
と
と
し
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
業

務
委
託
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
業
務
内
容
は
。

八
木
田
憲
司
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
行

う
。
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接

種
す
る
た
め
調
整
が
必
要

に
な
る
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
相
談
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
対
策
室
で
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の

副
反
応
へ
の
対
応
は
。

川
守
田
稔
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
後

15
分
程
度
、
会
場
で
様
子

を
見
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
副
反
応
が
出
た
場
合

に
は
、
医
師
の
判
断
に
よ

り
適
切
な
処
置
を
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
教
育
費
）

【
問
】　
ふ
る
さ
と
運
動
公

園
の
測
量
設
計
業
務
の
内

容
は
。
ま
た
、
日
本
陸
上

競
技
連
盟
か
ら
競
技
場
の

公
認
を
受
け
る
の
か
。

　
　昨
年
、
県
内
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
に
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
３
年
度
の
小
・

中
学
校
で
の
指
導
方
法
の

検
討
や
大
会
な
ど
の
開
催

予
定
は
。馬

場
又
彦
　議
員

【
教
育
長
答
弁
】

　
　
小
学
校
で
は
、
陸
上
記

録
会
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
だ
が
、
開
会
式
な
ど
密

集
に
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
実
施
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
中
学
校

で
は
、
中
体
連
や
秋
の
新

人
戦
も
実
施
予
定
と
し
て

お
り
、
各
学
校
で
現
在
も

指
導
を
進
め
て
い
る
。

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
お
よ
び
多
目
的

球
技
場
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
音
響
設
備
の
更
新
な

ど
の
設
計
業
務
を
行
う
。

　
ま
た
、
公
認
陸
上
競
技

場
に
関
す
る
規
程
な
ど
の

改
定
に
よ
り
、
第
４
種
Ｌ

（
ラ
イ
ト
）
が
新
設
さ
れ
、

現
状
の
設
備
の
ま
ま
で
公

認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

郡
内
唯
一
の
公
認
競
技
場

を
目
指
す
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
南
部

町
営
地
方
卸
売
市
場
特
別

会
計
）

【
問
】　
旧
Ｊ
Ａ
八
戸
南
部

支
店
の
用
地
を
取
得
し
、

ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の

か
。

久
保
利
樹
　議
員

【
市
場
長
答
弁
】

　
　
老
朽
化
し
た
資
材
倉
庫

の
代
替
と
す
る
ほ
か
、
市

場
関
係
者
の
駐
車
場
所
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

新庁舎の外構工事と新庁舎車庫・倉庫の様子新庁舎の外構工事と新庁舎車庫・倉庫の様子

専
決
処
分

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
南
部
町
新
庁
舎
建
設
工

事
）

▽
　
自
動
換
気
窓
の
点
検
用

通
路
の
追
加
、
構
内
情
報

通
信
網
（
光
ケ
ー
ブ
ル
）

や
換
気
設
備
の
仕
様
変
更

な
ど
の
た
め
、
請
負
代
金

25
億
３
１
７
６
万
円
に
９

２
７
３
万
円
を
追
加
す
る

も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
五
洋
建
設
・
松
本
工
務
店

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

【
構
成
員
】

　
・
五
洋
建
設
株
式
会
社
東

北
支
店
　
執
行
役
員
支
店

長
　
谷
川
純
一

　
・
株
式
会
社
松
本
工
務
店

代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
昼
ノ
前
・
名
久
井
小
学

校
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
）

▽
　
転
落
防
止
柵
の
追
加
や

農
業
集
落
排
水
マ
ン
ホ
ー

ル
の
嵩
上
げ
な
ど
の
た

め
、
請
負
代
金
４
８
０
３

万
３
９
２
０
円
に
１
３
２

万
３
０
８
０
円
を
追
加
す

る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
四
戸
興
業

　
代
表
取
締
役
　
四
戸
肇

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
新
庁
舎
車
庫
・
倉
庫
建

設
工
事
）

▽
　
凍
結
防
止
用
の
融
雪
設

備
（
雨
ど
い
ヒ
ー
タ
ー
）

の
追
加
な
ど
の
た
め
、
請

負
代
金
１
億
８
４
８
０
万

円
に
５
５
５
万
５
千
円
を

追
加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築８月に開庁を予定している新庁舎議場の様子。右側が議員席。８月に開庁を予定している新庁舎議場の様子。右側が議員席。

三町食べ歩きスタンプラリー抽選会の様子（令和３年２月）三町食べ歩きスタンプラリー抽選会の様子（令和３年２月）
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◎ 主な議案（第 100 回定例会）、議案に対する主な質疑

05６月号06 ６月号

◎ 議案に対する主な質疑

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

ふるさと運動公園を公認競技場へ

　ふるさと運動公園陸上競技場は、郡
内で唯一の公認競技場を目指し、日本
陸上競技連盟へ公認申請を行う予定と
している。
　公認競技場で行った大会の結果は公
式記録と認められる。
施設利用に関する問合せ
名川 B&G 海洋センター ☎0178-76-3310

ふるさと運動公園陸上競技場ふるさと運動公園陸上競技場

■
令
和
２
年
度
南
部
町
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

【
問
】　
農
林
漁
業
体
験
実

習
館
チ
ェ
リ
ウ
ス
の
利
用

者
減
に
よ
り
歳
入
を
減
額

し
て
い
る
が
、
令
和
２
年

度
の
施
設
利
用
率
は
。

中
舘
文
雄
　議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
２
年
度
の
利
用
者

総
数
は
、
３
月
末
で
約
２

万
８
８
８
０
人
と
推
計
し

て
い
る
。
令
和
元
年
度
と

比
べ
約
１
万
１
２
０
０
人

（
約
28
％
）の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
推
進
交
付
金
の
詳
細
は
。

西
野
耕
太
郎
　議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

は
、
労
働
派
遣
業
を
行
え

る
特
定
地
域
づ
く
り
協
同

組
合
を
設
立
し
、
労
働
力

不
足
と
地
域
づ
く
り
の
人

材
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
　
特
定
地
域
づ
く
り
共
同

組
合
の
運
営
に
係
る
費
用

の
２
分
の
１
を
町
が
負
担

す
る
。
町
が
負
担
し
た
額

の
２
分
の
１
が
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
り
、
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
推
進
交
付

金
と
し
て
町
に
交
付
さ
れ

る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

【
問
】　
三
町
食
べ
歩
き
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
南
部
町

内
の
実
績
は
。
ま
た
、
今

後
の
予
定
は
。

中
舘
文
雄
　議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
三
戸
町
・
田

子
町
・
南
部
町
の
三
町
で

実
施
し
、
ク
ー
ポ
ン
の
総

数
は
８
１
４
枚
で
あ
っ

た
。
一
町
あ
た
り
約
１
１

０
万
円
以
上
の
経
済
効
果

が
あ
っ
た
と
試
算
し
て
い

る
。
令
和
３
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
。

↙
主
な
質
疑
の
つ
づ
き

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
町
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
拠

点
づ
く
り
の
詳
細
は
。

夏
堀
文
孝
　議
員

【
町
長
答
弁
】

　
　
新
庁
舎
周
辺
に
庁
舎
な

ど
を
利
用
す
る
方
々
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
交
流
で

き
る
施
設
を
考
え
て
い

る
。
施
設
の
場
所
や
事
業

内
容
を
精
査
し
、
構
想
を

提
示
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入

サ
ポ
ー
ト
業
務
の
内
容
は
。

工
藤
正
孝
　議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
に

伴
う
各
種
事
務
手
続
の
支

援
を
受
け
る
も
の
で
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
予
定

時
期
は
令
和
４
年
度
。
対

象
税
目
は
、個
人
住
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）、
国
民
健

康
保
険
税
の
４
税
目
で
、

コ
ン
ビ
ニ
や
一
部
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
納
付
が
可
能

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　
保
健
衛
生
施
設
費

が
約
１
３
０
０
万
円
増
額

し
て
い
る
が
、
要
因
は
。

滝
田
勉
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
健
康
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
費
を
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
計
上
し
て
い

た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
一
般
会
計
に
計
上
す
る

こ
と
と
し
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
業

務
委
託
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
業
務
内
容
は
。

八
木
田
憲
司
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
行

う
。
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接

種
す
る
た
め
調
整
が
必
要

に
な
る
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
相
談
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
対
策
室
で
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の

副
反
応
へ
の
対
応
は
。

川
守
田
稔
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
後

15
分
程
度
、
会
場
で
様
子

を
見
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
副
反
応
が
出
た
場
合

に
は
、
医
師
の
判
断
に
よ

り
適
切
な
処
置
を
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
教
育
費
）

【
問
】　
ふ
る
さ
と
運
動
公

園
の
測
量
設
計
業
務
の
内

容
は
。
ま
た
、
日
本
陸
上

競
技
連
盟
か
ら
競
技
場
の

公
認
を
受
け
る
の
か
。

　
　昨
年
、
県
内
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
に
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
３
年
度
の
小
・

中
学
校
で
の
指
導
方
法
の

検
討
や
大
会
な
ど
の
開
催

予
定
は
。馬

場
又
彦
　議
員

【
教
育
長
答
弁
】

　
　
小
学
校
で
は
、
陸
上
記

録
会
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
だ
が
、
開
会
式
な
ど
密

集
に
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
実
施
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
中
学
校

で
は
、
中
体
連
や
秋
の
新

人
戦
も
実
施
予
定
と
し
て

お
り
、
各
学
校
で
現
在
も

指
導
を
進
め
て
い
る
。

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
お
よ
び
多
目
的

球
技
場
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
音
響
設
備
の
更
新
な

ど
の
設
計
業
務
を
行
う
。

　
ま
た
、
公
認
陸
上
競
技

場
に
関
す
る
規
程
な
ど
の

改
定
に
よ
り
、
第
４
種
Ｌ

（
ラ
イ
ト
）
が
新
設
さ
れ
、

現
状
の
設
備
の
ま
ま
で
公

認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

郡
内
唯
一
の
公
認
競
技
場

を
目
指
す
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
南
部

町
営
地
方
卸
売
市
場
特
別

会
計
）

【
問
】　
旧
Ｊ
Ａ
八
戸
南
部

支
店
の
用
地
を
取
得
し
、

ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の

か
。

久
保
利
樹
　議
員

【
市
場
長
答
弁
】

　
　
老
朽
化
し
た
資
材
倉
庫

の
代
替
と
す
る
ほ
か
、
市

場
関
係
者
の
駐
車
場
所
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

新庁舎の外構工事と新庁舎車庫・倉庫の様子新庁舎の外構工事と新庁舎車庫・倉庫の様子

専
決
処
分

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
南
部
町
新
庁
舎
建
設
工

事
）

▽
　
自
動
換
気
窓
の
点
検
用

通
路
の
追
加
、
構
内
情
報

通
信
網
（
光
ケ
ー
ブ
ル
）

や
換
気
設
備
の
仕
様
変
更

な
ど
の
た
め
、
請
負
代
金

25
億
３
１
７
６
万
円
に
９

２
７
３
万
円
を
追
加
す
る

も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
五
洋
建
設
・
松
本
工
務
店

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

【
構
成
員
】

　
・
五
洋
建
設
株
式
会
社
東

北
支
店
　
執
行
役
員
支
店

長
　
谷
川
純
一

　
・
株
式
会
社
松
本
工
務
店

代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
昼
ノ
前
・
名
久
井
小
学

校
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
）

▽
　
転
落
防
止
柵
の
追
加
や

農
業
集
落
排
水
マ
ン
ホ
ー

ル
の
嵩
上
げ
な
ど
の
た

め
、
請
負
代
金
４
８
０
３

万
３
９
２
０
円
に
１
３
２

万
３
０
８
０
円
を
追
加
す

る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
四
戸
興
業

　
代
表
取
締
役
　
四
戸
肇

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
新
庁
舎
車
庫
・
倉
庫
建

設
工
事
）

▽
　
凍
結
防
止
用
の
融
雪
設

備
（
雨
ど
い
ヒ
ー
タ
ー
）

の
追
加
な
ど
の
た
め
、
請

負
代
金
１
億
８
４
８
０
万

円
に
５
５
５
万
５
千
円
を

追
加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築８月に開庁を予定している新庁舎議場の様子。右側が議員席。８月に開庁を予定している新庁舎議場の様子。右側が議員席。

三町食べ歩きスタンプラリー抽選会の様子（令和３年２月）三町食べ歩きスタンプラリー抽選会の様子（令和３年２月）
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◎ 一　般　質　問

07６月号08 ６月号

◎ 一　般　質　問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
　 

般
　 

質
　 

問

チェリータウン桜場の様子（令和３年１月撮影）チェリータウン桜場の様子（令和３年１月撮影）

新型コロナウイルスワクチン
接種リハーサルの様子
新型コロナウイルスワクチン
接種リハーサルの様子

質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
わ
る

町
の
対
策
お
よ
び
医
療
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
す
る
。

①
今
後
の
町
民
の
新
生
活
様

式
を
維
持
す
る
た
め
、
町
と

し
て
の
支
援
や
政
策
を
ど
の 中舘　文雄 議員

　
　
関
係
機
関

　
　
と
連
携
し

迅
速
な
対
応
と

対
策
を
進
め
て

い
く
。

答

　
　
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

と
医
療
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み

は
。

問

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
町
民
の
安
心
・
安
全
な
生

活
様
式
を
支
え
る
た
め
、
医

療
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

と
運
営
方
法
は
。

町
長
答
弁
　
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
お

り
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る

よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
不
安
の
解
消
に
努
め
て

い
く
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
を
行
っ
た

上
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
実
施
方
法
の

見
直
し
や
経
費
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

②
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
抗
原

検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
２
つ

の
検
査
体
制
を
整
え
、
厚
生

労
働
省
に
届
出
を
し
て
い
る

県
内
唯
一
の
公
立
病
院
で
あ

る
。
検
査
が
即
日
判
定
で
き

る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
対
応

に
関
係
機
関
か
ら
多
大
な
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
小
・
中

学

　
　
校
に
お
け

る

バ

リ

ア

フ

リ
ー
化
の
現
状

と

取

り

組

み

は
。

問

教
育
長
答
弁
　
①
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
現
状
は
次
ペ
ー
ジ

下
段
の
表
の
と
お
り
。

②
小
・
中
学
校
統
廃
合
後
に

使
用
す
る
校
舎
に
つ
い
て
、

国
の
整
備
目
標
に
向
け
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
　問
　少
子
化
対
策
と
し

て
進
め
る
内
閣
府
の
補
助
金

制
度
を
最
大
限
に
活
用
す
る

た
め
、
当
町
に
「
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
」
の
設
置
と
取

り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
対
象
者
の
把
握
と
対
策

は
。 　

　
バ
リ
ア
フ

　
　
リ
ー
化
に

取
り
組
ん
で
い

く
。

答

②
縁
結
び
の
支
援
体
制
の
構

築
と
対
策
は
。

町
長
答
弁
　
①
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
令
和
３
年
度

か
ら
「
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
」
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。
国
の
対
象
要
件
に
年
齢

や
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、

要
件
に
合
わ
せ
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

②
町
で
実
施
し
て
き
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
八
戸
圏

域
連
携
中
枢
都
市
圏
で
も

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
県
・
市

町
村
・
民
間
団
体
の
共
同
に

よ
り
「
あ
お
も
り
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
関

係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
、

出
会
い
の
機
会
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
く
。

　
　
結
婚
新
生

　
　
活
支
援
事

業
の
設
置
を
。

問

　
　
令
和
３
年

　
　
度
か
ら
実

施
し
て
い
く
。

答

　
安
全
で
安
心
か
つ
良
質
な

保
健
医
療
体
制
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
救
急
医
療
や
回

復
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
環
境
や

実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体

制
を
確
保
し
、
基
幹
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。

質
　問
　高
齢
者
、
障
害
者

等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
）の
改
正
に
よ
り
、

公
立
小
・
中
学
校
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
小
・
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
現
状
は
。

②
今
後
の
対
策
は
。

質
　問
　町
内
の
小
・
中
学

校
を
そ
れ
ぞ
れ
３
校
と
す
る

統
廃
合
方
針
が
決
定
さ
れ

た
。
統
廃
合
後
、
使
用
さ
れ

な
く
な
る
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
敷
地
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁
　
南
部
町
教
育
委

員
会
会
議
定
例
会
に
お
い 坂本　典男 議員

　
　
議
会
や
地

　
　
域
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら

有

効

活

用

を

図
っ
て
い
く
。

答 　
　
学
校
統
廃

　
　
合
後
の
校

舎
お
よ
び
跡
地

の
活
用
は
。

問

　
　
新
た
な
宅

　
　
地
分
譲
地

候
補
地
選
定
な

ど
の
進
捗
と
今

後
の
予
定
は
。

問

　
　
令
和
３
年

　
　
度
か
ら
事

業
を
実
施
し
て

い
く
。

答

候
補
地
と
し
て
学
校
跡
地
が

上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
に
お

い
て
は
未
定
で
あ
る
。

　
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
を
進
め
て
い

く
上
で
、
宅
地
分
譲
事
業
は

非
常
に
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
引
き
続
き
人
口
減
少
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和

３
年
度
当
初
予
算
に
杉
沢
地

区
で
の
新
た
な
宅
地
分
譲
地

の
候
補
地
選
定
や
、
概
算
事

業
費
算
出
な
ど
の
た
め
の
調

査
計
画
業
務
費
を
計
上
し
て

い
る
。

て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
学

校
を
統
廃
合
す
る
こ
と
の
承

認
が
得
ら
れ
た
。
小
・
中
学

校
の
統
廃
合
の
方
針
が
決

ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
議
会

や
役
場
庁
舎
内
、
さ
ら
に
は

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
学
校
跡
地
は
ど
の
よ
う
な

活
用
が
良
い
の
か
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
た
ら
住
民
の
皆

さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

か
を
念
頭
に
検
討
し
て
い

く
。

質
　問
　「第
３
あ
け
ぼ
の

団
地
」
と
し
て
、
チ
ェ
リ
ー

タ
ウ
ン
桜
場
に
続
く
新
た
な

宅
地
分
譲
地
の
候
補
地
選
定

を
行
う
と
あ
っ
た
が
、
現
在

の
進
捗
と
今
後
の
予
定
は
。

町
長
答
弁
　
宅
地
分
譲
地
の

候
補
地
は
民
有
地
の
ほ
か
、

町
有
地
の
有
効
利
用
も
考
え

ら
れ
る
。
小
・
中
学
校
統
廃

合
の
方
針
決
定
ま
で
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
慎
重
に
考
慮
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
統
廃
合
の

方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い

中
で
新
た
な
宅
地
分
譲
地
の

調
査
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
、
業
務
の
発
注

を
見
合
せ
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
各
種
事
業
を
進

め
て
い
く
中
で
学
校
跡
地
を

活
用
し
た
事
業
展
開
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
杉

沢
地
区
の
新
た
な
分
譲
地
や

南
部
地
区
町
営
住
宅
建
替
の

小・中学校統合後に使用される校舎とバリアフリー化の現状
　令和３年１月 27 日、小・中学校の統廃合
について、学校統廃合検討委員会から協議
結果の答申が行われ、教育委員会および総
合教育会議で承認されました。
　今後は、令和５年４月の統合に向けて、
教育課程や通学などの具体的な事項を協議
していきます。

　右の表は、学校統合後に使用される校舎
とバリアフリー化の現状を示したもの。
※網掛けしている学校は、小・中学校統合
後に使用される校舎
※エレベーターは名川中学校のみ整備され
ている

 名久井小学校 ○ ○
 剣吉小学校 × ×
 名川南小学校 × ○
 福田小学校 × ×
 福地小学校 ○ ○
 杉沢小学校 ○ ○
 南部小学校 × ×
 向小学校 × ×
 名川中学校 ○ ○
 福地中学校 × ×
 杉沢中学校 × ×
 南部中学校 ○ ○

多目的トイレ 玄関スロープ現在の学校名
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◎ 一　般　質　問

07６月号08 ６月号

◎ 一　般　質　問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
　 

般
　 

質
　 

問

チェリータウン桜場の様子（令和３年１月撮影）チェリータウン桜場の様子（令和３年１月撮影）

新型コロナウイルスワクチン
接種リハーサルの様子
新型コロナウイルスワクチン
接種リハーサルの様子

質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
わ
る

町
の
対
策
お
よ
び
医
療
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
す
る
。

①
今
後
の
町
民
の
新
生
活
様

式
を
維
持
す
る
た
め
、
町
と

し
て
の
支
援
や
政
策
を
ど
の 中舘　文雄 議員

　
　
関
係
機
関

　
　
と
連
携
し

迅
速
な
対
応
と

対
策
を
進
め
て

い
く
。

答

　
　
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

と
医
療
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み

は
。

問

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
町
民
の
安
心
・
安
全
な
生

活
様
式
を
支
え
る
た
め
、
医

療
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

と
運
営
方
法
は
。

町
長
答
弁
　
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
お

り
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る

よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
不
安
の
解
消
に
努
め
て

い
く
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
を
行
っ
た

上
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
実
施
方
法
の

見
直
し
や
経
費
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

②
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
抗
原

検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
２
つ

の
検
査
体
制
を
整
え
、
厚
生

労
働
省
に
届
出
を
し
て
い
る

県
内
唯
一
の
公
立
病
院
で
あ

る
。
検
査
が
即
日
判
定
で
き

る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
対
応

に
関
係
機
関
か
ら
多
大
な
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
小
・
中

学

　
　
校
に
お
け

る

バ

リ

ア

フ

リ
ー
化
の
現
状

と

取

り

組

み

は
。

問

教
育
長
答
弁
　
①
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
現
状
は
次
ペ
ー
ジ

下
段
の
表
の
と
お
り
。

②
小
・
中
学
校
統
廃
合
後
に

使
用
す
る
校
舎
に
つ
い
て
、

国
の
整
備
目
標
に
向
け
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
　問
　少
子
化
対
策
と
し

て
進
め
る
内
閣
府
の
補
助
金

制
度
を
最
大
限
に
活
用
す
る

た
め
、
当
町
に
「
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
」
の
設
置
と
取

り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
対
象
者
の
把
握
と
対
策

は
。 　

　
バ
リ
ア
フ

　
　
リ
ー
化
に

取
り
組
ん
で
い

く
。

答

②
縁
結
び
の
支
援
体
制
の
構

築
と
対
策
は
。

町
長
答
弁
　
①
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
令
和
３
年
度

か
ら
「
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
」
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。
国
の
対
象
要
件
に
年
齢

や
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、

要
件
に
合
わ
せ
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

②
町
で
実
施
し
て
き
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
八
戸
圏

域
連
携
中
枢
都
市
圏
で
も

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
県
・
市

町
村
・
民
間
団
体
の
共
同
に

よ
り
「
あ
お
も
り
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
関

係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
、

出
会
い
の
機
会
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
く
。

　
　
結
婚
新
生

　
　
活
支
援
事

業
の
設
置
を
。

問

　
　
令
和
３
年

　
　
度
か
ら
実

施
し
て
い
く
。

答

　
安
全
で
安
心
か
つ
良
質
な

保
健
医
療
体
制
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
救
急
医
療
や
回

復
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
環
境
や

実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体

制
を
確
保
し
、
基
幹
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。

質
　問
　高
齢
者
、
障
害
者

等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
）の
改
正
に
よ
り
、

公
立
小
・
中
学
校
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
小
・
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
現
状
は
。

②
今
後
の
対
策
は
。

質
　問
　町
内
の
小
・
中
学

校
を
そ
れ
ぞ
れ
３
校
と
す
る

統
廃
合
方
針
が
決
定
さ
れ

た
。
統
廃
合
後
、
使
用
さ
れ

な
く
な
る
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
敷
地
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁
　
南
部
町
教
育
委

員
会
会
議
定
例
会
に
お
い 坂本　典男 議員

　
　
議
会
や
地

　
　
域
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら

有

効

活

用

を

図
っ
て
い
く
。

答 　
　
学
校
統
廃

　
　
合
後
の
校

舎
お
よ
び
跡
地

の
活
用
は
。

問

　
　
新
た
な
宅

　
　
地
分
譲
地

候
補
地
選
定
な

ど
の
進
捗
と
今

後
の
予
定
は
。

問

　
　
令
和
３
年

　
　
度
か
ら
事

業
を
実
施
し
て

い
く
。

答

候
補
地
と
し
て
学
校
跡
地
が

上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
に
お

い
て
は
未
定
で
あ
る
。

　
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
を
進
め
て
い

く
上
で
、
宅
地
分
譲
事
業
は

非
常
に
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
引
き
続
き
人
口
減
少
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和

３
年
度
当
初
予
算
に
杉
沢
地

区
で
の
新
た
な
宅
地
分
譲
地

の
候
補
地
選
定
や
、
概
算
事

業
費
算
出
な
ど
の
た
め
の
調

査
計
画
業
務
費
を
計
上
し
て

い
る
。

て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
学

校
を
統
廃
合
す
る
こ
と
の
承

認
が
得
ら
れ
た
。
小
・
中
学

校
の
統
廃
合
の
方
針
が
決

ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
議
会

や
役
場
庁
舎
内
、
さ
ら
に
は

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
学
校
跡
地
は
ど
の
よ
う
な

活
用
が
良
い
の
か
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
た
ら
住
民
の
皆

さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

か
を
念
頭
に
検
討
し
て
い

く
。

質
　問
　「第
３
あ
け
ぼ
の

団
地
」
と
し
て
、
チ
ェ
リ
ー

タ
ウ
ン
桜
場
に
続
く
新
た
な

宅
地
分
譲
地
の
候
補
地
選
定

を
行
う
と
あ
っ
た
が
、
現
在

の
進
捗
と
今
後
の
予
定
は
。

町
長
答
弁
　
宅
地
分
譲
地
の

候
補
地
は
民
有
地
の
ほ
か
、

町
有
地
の
有
効
利
用
も
考
え

ら
れ
る
。
小
・
中
学
校
統
廃

合
の
方
針
決
定
ま
で
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
慎
重
に
考
慮
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
統
廃
合
の

方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い

中
で
新
た
な
宅
地
分
譲
地
の

調
査
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
、
業
務
の
発
注

を
見
合
せ
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
各
種
事
業
を
進

め
て
い
く
中
で
学
校
跡
地
を

活
用
し
た
事
業
展
開
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
杉

沢
地
区
の
新
た
な
分
譲
地
や

南
部
地
区
町
営
住
宅
建
替
の

小・中学校統合後に使用される校舎とバリアフリー化の現状
　令和３年１月 27 日、小・中学校の統廃合
について、学校統廃合検討委員会から協議
結果の答申が行われ、教育委員会および総
合教育会議で承認されました。
　今後は、令和５年４月の統合に向けて、
教育課程や通学などの具体的な事項を協議
していきます。

　右の表は、学校統合後に使用される校舎
とバリアフリー化の現状を示したもの。
※網掛けしている学校は、小・中学校統合
後に使用される校舎
※エレベーターは名川中学校のみ整備され
ている

 名久井小学校 ○ ○
 剣吉小学校 × ×
 名川南小学校 × ○
 福田小学校 × ×
 福地小学校 ○ ○
 杉沢小学校 ○ ○
 南部小学校 × ×
 向小学校 × ×
 名川中学校 ○ ○
 福地中学校 × ×
 杉沢中学校 × ×
 南部中学校 ○ ○

多目的トイレ 玄関スロープ現在の学校名
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◎ 一　般　質　問

09６月号10 ６月号

◎ 一　般　質　問

消防団による河川の増水を想定した水防工法訓練（平成 30年度防災訓練）消防団による河川の増水を想定した水防工法訓練（平成 30年度防災訓練）

折爪断層の位置折爪断層の位置

折
爪
断
層

夏堀嘉一郎 議員

　
　
過
去
の
災

　
　
害
を
教
訓

に
、
今
後
の
災

害
対
応
に
活
か

し
て
い
く
。

答

　
　
災
害
の
教

　
　
訓
が
生
か

さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
。

問
質
　
問
　
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
か
ら
制
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
「
歴
史
的
緊
急
事

態
」
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
指
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歴

史
的
に
重
要
な
政
策
事
項
な

ど
の
う
ち
、
国
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
に
大
規
模
か
つ

重
大
な
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
な
ど
の
事
態
の
際
に

指
定
さ
れ
、
国
家
や
社
会
と

し
て
記
録
を
共
有
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
当
町
の
予
期

せ
ぬ
事
態
に
対
す
る
取
り
組

み
や
実
績
、
そ
し
て
そ
れ
ら

を
記
録
し
て
将
来
に
生
か
さ

れ
る
教
訓
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
洪
水
時
に
医
療
セ
ン
タ
ー

の
入
院
患
者
を
避
難
さ
せ
る

た
め
の
訓
練
実
績
と
今
後
の

対
応
は
。
ま
た
、
自
由
の
き

か
な
い
入
院
患
者
を
避
難
誘

導
す
る
職
員
の
安
全
性
は
。

②
洪
水
時
に
お
け
る
小
・
中

学
校
や
公
共
施
設
の
避
難
訓

練
実
績
と
今
後
の
対
応
は
。

③
折
爪
断
層
周
辺
の
防
災
対

策
の
取
り
組
み
や
今
後
の
対

応
は
。

④
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
な
緊

急
事
態
を
記
録
し
、
そ
の
記

録
を
教
訓
と
し
て
将
来
に
生

か
さ
れ
る
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁
　
①
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
毎
年
２
回
、
健
康

セ
ン
タ
ー
職
員
と
合
同
で
避

難
訓
練
を
行
い
、
入
院
患
者

の
担
架
お
よ
び
車
椅
子
で
の

避
難
、
外
来
患
者
の
避
難
誘

導
な
ど
を
重
点
的
に
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
医

療
セ
ン
タ
ー
に
特
化
し
た
災

害
対
策
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
こ
れ
を
基
に
災
害

対
応
を
行
い
、
避
難
時
に
お

け
る
入
院
患
者
お
よ
び
職
員

の
安
全
性
は
十
分
確
保
さ
れ

て
い
る
。

教
育
長
答
弁
　
②
向
小
学
校

と
福
地
小
学
校
で
は
、
令
和

２
年
５
月
に
、
台
風
や
暴
風

雨
を
想
定
し
た
「
保
護
者
へ

の
児
童
引
き
渡
し
訓
練
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、南
部
中
学
校
で
は
、

令
和
２
年
11
月
に
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
学
校
裏
で
の
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た

と
い
う
想
定
の
も
と
、
町
民

体
育
館
へ
生
徒
を
避
難
さ

せ
、保
護
者
へ
引
き
渡
す「
土

砂
災
害
避
難
訓
練
」
を
初
め

て
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
的
確
な
情
報
収
集

と
早
め
の
避
難
、
関
係
機
関

と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
町

民
の
生
命
・
身
体
を
守
っ
て

い
く
。

町
長
答
弁
　
③
当
町
周
辺
で

は
、
五
戸
町
か
ら
岩
手
県
葛

巻
方
面
へ
延
び
る
「
折
爪
断

層
」
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

地
域
防
災
計
画
に
記
載
し
て

い
る
。
し
か
し
、
政
府
の
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
に
よ

る
折
爪
断
層
の
評
価
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
や
将
来
の
活

動
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
折
爪
断
層
に

特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、

地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、
早
急

に
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
防
災
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
今
後

も
必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見

直
し
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、災
害
発
生
時
に
は
、

防
災
行
政
無
線
や
エ
リ
ア

メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
た
情

報
提
供
の
ほ
か
、
職
員
や
住

民
の
方
々
が
地
震
へ
の
行
動

を
と
れ
る
よ
う
に
、
防
災
訓

練
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
く
。

④「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
と

し
て
記
録
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
が
、
平
成
23
年
・
25

年
の
洪
水
災
害
を
は
じ
め
、

昭
和
43
年
の
十
勝
沖
地
震
、

平
成
６
年
の
三
陸
は
る
か
沖

地
震
、
平
成
23
年
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
、
そ
の
ほ

か
に
も
風
害
、
雪
害
、
大
規

模
火
災
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

災
害
は
、
そ
の
教
訓
が
風
化

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地

域
防
災
計
画
に
記
録
し
て
い

る
。

　
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と

し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
防
災

訓
練
や
防
災
資
器
材
の
整
備

に
向
け
た
参
考
と
す
る
な

ど
、
防
災
体
制
の
充
実
の
た

め
役
立
て
て
い
る
。

川守田　稔 議員

質
　
問
　
改
正
食
品
表
示
法

が
令
和
２
年
４
月
に
施
行
と

な
っ
た
。
改
正
食
品
衛
生
法

は
「
営
業
許
可
に
関
す
る
こ

と
」、「
衛
生
管
理
に
関
す
る

こ
と
」
の
２
件
が
令
和
３
年

６
月
に
施
行
を
迎
え
る
。
衛

生
管
理
義
務
化
に
伴
い
、
廃

業
を
考
え
て
い
る
生
産
者
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
町
で
は
、
法
改
正
以
来
ど

の
よ
う
な
対
応
、
指
導
を

行
っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、

直
売
所
に
お
け
る
加
工
品
販

売
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
対
し
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁
　
食
品
表
示
法
で

は
令
和
２
年
４
月
か
ら
栄
養

成
分
の
表
示
や
原
材
料
の
ア

レ
ル
ギ
ー
表
示
が
義
務
化
さ

れ
た
。
ま
た
、
食
品
衛
生
法

で
は
令
和
３
年
６
月
か
ら
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管

理
の
義
務
化
や
営
業
許
可
制

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
猶

予
期
間
の
後
、
令
和
６
年
に

義
務
化
さ
れ
る
。

　
令
和
元
年
度
に
は
県
保
健

衛
生
課
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ

ナ
ー
お
よ
び
個
別
相
談
会
を

開
催
し
て
お
り
、
令
和
２
年

度
に
は
三
戸
地
方
保
健
所
が

小
規
模
飲
食
店
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
講
習
会
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
商
工
会
で
も

県
商
工
会
連
合
会
と
共
催

し
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化
対

応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
今
後
も
県
関
係
機
関
か
ら

情
報
収
集
を
図
り
、
町
商
工

会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
産
直
施
設
で
は
既
に
改
正

食
品
表
示
法
に
の
っ
と
り
食

品
表
示
を
行
い
販
売
し
て
い

る
。
ま
た
、
改
正
食
品
衛
生

法
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛

生
管
理
の
義
務
化
」
と
「
営

　
　
改
正
食
品

　
　
表
示
法
お

よ
び
改
正
食
品

衛
生
法
へ
の
町

の
対
応
は
。

問

　
　
情
報
収
集

　
　
に

努

め
、

関
係
団
体
と
連

携
し
取
り
組
ん

で
い
く
。

答

　
　
馬
淵
川
氾

　
　
濫
と
大
志

田
ダ
ム
放
水
の

関
係
性
は
。

問

町
長
答
弁
　
大
志
田
ダ
ム
は

か
ん
が
い
を
目
的
と
し
た
ダ

ム
で
あ
り
、
洪
水
調
節
は

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
馬
淵
川
の
氾
濫
と
大

志
田
ダ
ム
放
流
と
の
直
接
の

関
係
は
な
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

　
な
お
、
近
年
多
発
す
る
洪

水
災
害
を
受
け
て
、国
で
は
、

既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能

強
化
に
向
け
た
検
討
を
行

い
、令
和
２
年
５
月
29
日
に
、

東
北
地
方
整
備
局
管
内
の
水

系
ご
と
に
、
ダ
ム
の
関
係
機

関
と
治
水
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
馬
淵
川
水

系
に
お
い
て
も
、
大
雨
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
は
ダ
ム
の

水
位
を
低
下
さ
せ
る
事
前
放

流
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

大
志
田
ダ
ム
で
は
、
６
時
間

　
　
直
接
の
関

　
　
係
は
な
い

と

考

え

ら

れ

る
。

答

で
82
ミ
リ
以
上
の
降
雨
量
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、
有
効
貯

水
量
に
対
し
て
約
18
％
の
洪

水
調
整
が
で
き
る
。

質
　
問
　
当
町
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

お
よ
び
発
症
者
の
発
生
状
況

は
。
ま
た
、
感
染
者
・
発
症

者
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た

の
か
。

町
長
答
弁
　
現
段
階
に
お
い

て
、
当
町
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
お
よ

び
発
症
者
に
つ
い
て
連
絡
は

な
い
。

　
　
町
内
の
新

　
　
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
は
。

問　
　
感
染
に
関

　
　
す
る
連
絡

は
な
い
。

答

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）

事
業
者
自
ら
が
食
中
毒
菌
汚

染
や
異
物
混
入
な
ど
の
危
害

要
因
を
把
握
し
、
原
材
料
の

入
荷
か
ら
製
品
の
出
荷
に
至

る
全
工
程
の
中
で
、
そ
れ
ら

の
危
害
要
因
を
除
去
ま
た
は

低
減
さ
せ
る
た
め
に
特
に
重

要
な
工
程
を
管
理
し
、
製
品

の
安
全
性
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
衛
生
管
理
の
手
法
。

業
届
出
制
度
の
創
設
と
営
業

許
可
制
度
の
見
直
し
」
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
９
月
１
日

に
三
八
地
域
県
民
局
地
域
農

林
水
産
部
が
開
催
し
た
研
修

会
で
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
各
産
直
施
設
で
は
会
員

へ
の
周
知
お
よ
び
勉
強
会
を

開
催
し
今
回
の
法
改
正
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
時
点
で
町
へ
の
相
談

な
ど
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
　
問
　
奥
中
山
に
あ
る
大

志
田
ダ
ム
は
、
馬
淵
川
の
支

流
で
あ
る
平
糠
川
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
大
志
田
ダ
ム
の

運
用
は
馬
淵
川
の
氾
濫
に
影

響
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
馬

淵
川
は
青
森
県
と
岩
手
県
に

ま
た
が
る
河
川
で
あ
る
た

め
、
河
川
管
理
に
お
い
て
両

県
の
連
携
が
あ
る
の
か
。
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◎ 一　般　質　問
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◎ 一　般　質　問

消防団による河川の増水を想定した水防工法訓練（平成 30年度防災訓練）消防団による河川の増水を想定した水防工法訓練（平成 30年度防災訓練）

折爪断層の位置折爪断層の位置

折
爪
断
層

夏堀嘉一郎 議員

　
　
過
去
の
災

　
　
害
を
教
訓

に
、
今
後
の
災

害
対
応
に
活
か

し
て
い
く
。

答

　
　
災
害
の
教

　
　
訓
が
生
か

さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
。

問
質
　
問
　
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
か
ら
制
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
「
歴
史
的
緊
急
事

態
」
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
指
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歴

史
的
に
重
要
な
政
策
事
項
な

ど
の
う
ち
、
国
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
に
大
規
模
か
つ

重
大
な
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
な
ど
の
事
態
の
際
に

指
定
さ
れ
、
国
家
や
社
会
と

し
て
記
録
を
共
有
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
当
町
の
予
期

せ
ぬ
事
態
に
対
す
る
取
り
組

み
や
実
績
、
そ
し
て
そ
れ
ら

を
記
録
し
て
将
来
に
生
か
さ

れ
る
教
訓
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
洪
水
時
に
医
療
セ
ン
タ
ー

の
入
院
患
者
を
避
難
さ
せ
る

た
め
の
訓
練
実
績
と
今
後
の

対
応
は
。
ま
た
、
自
由
の
き

か
な
い
入
院
患
者
を
避
難
誘

導
す
る
職
員
の
安
全
性
は
。

②
洪
水
時
に
お
け
る
小
・
中

学
校
や
公
共
施
設
の
避
難
訓

練
実
績
と
今
後
の
対
応
は
。

③
折
爪
断
層
周
辺
の
防
災
対

策
の
取
り
組
み
や
今
後
の
対

応
は
。

④
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
な
緊

急
事
態
を
記
録
し
、
そ
の
記

録
を
教
訓
と
し
て
将
来
に
生

か
さ
れ
る
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁
　
①
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
毎
年
２
回
、
健
康

セ
ン
タ
ー
職
員
と
合
同
で
避

難
訓
練
を
行
い
、
入
院
患
者

の
担
架
お
よ
び
車
椅
子
で
の

避
難
、
外
来
患
者
の
避
難
誘

導
な
ど
を
重
点
的
に
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
医

療
セ
ン
タ
ー
に
特
化
し
た
災

害
対
策
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
こ
れ
を
基
に
災
害

対
応
を
行
い
、
避
難
時
に
お

け
る
入
院
患
者
お
よ
び
職
員

の
安
全
性
は
十
分
確
保
さ
れ

て
い
る
。

教
育
長
答
弁
　
②
向
小
学
校

と
福
地
小
学
校
で
は
、
令
和

２
年
５
月
に
、
台
風
や
暴
風

雨
を
想
定
し
た
「
保
護
者
へ

の
児
童
引
き
渡
し
訓
練
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、南
部
中
学
校
で
は
、

令
和
２
年
11
月
に
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
学
校
裏
で
の
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た

と
い
う
想
定
の
も
と
、
町
民

体
育
館
へ
生
徒
を
避
難
さ

せ
、保
護
者
へ
引
き
渡
す「
土

砂
災
害
避
難
訓
練
」
を
初
め

て
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
的
確
な
情
報
収
集

と
早
め
の
避
難
、
関
係
機
関

と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
町

民
の
生
命
・
身
体
を
守
っ
て

い
く
。

町
長
答
弁
　
③
当
町
周
辺
で

は
、
五
戸
町
か
ら
岩
手
県
葛

巻
方
面
へ
延
び
る
「
折
爪
断

層
」
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

地
域
防
災
計
画
に
記
載
し
て

い
る
。
し
か
し
、
政
府
の
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
に
よ

る
折
爪
断
層
の
評
価
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
や
将
来
の
活

動
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
折
爪
断
層
に

特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、

地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、
早
急

に
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
防
災
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
今
後

も
必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見

直
し
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、災
害
発
生
時
に
は
、

防
災
行
政
無
線
や
エ
リ
ア

メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
た
情

報
提
供
の
ほ
か
、
職
員
や
住

民
の
方
々
が
地
震
へ
の
行
動

を
と
れ
る
よ
う
に
、
防
災
訓

練
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
く
。

④「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
と

し
て
記
録
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
が
、
平
成
23
年
・
25

年
の
洪
水
災
害
を
は
じ
め
、

昭
和
43
年
の
十
勝
沖
地
震
、

平
成
６
年
の
三
陸
は
る
か
沖

地
震
、
平
成
23
年
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
、
そ
の
ほ

か
に
も
風
害
、
雪
害
、
大
規

模
火
災
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

災
害
は
、
そ
の
教
訓
が
風
化

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地

域
防
災
計
画
に
記
録
し
て
い

る
。

　
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と

し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
防
災

訓
練
や
防
災
資
器
材
の
整
備

に
向
け
た
参
考
と
す
る
な

ど
、
防
災
体
制
の
充
実
の
た

め
役
立
て
て
い
る
。

川守田　稔 議員

質
　
問
　
改
正
食
品
表
示
法

が
令
和
２
年
４
月
に
施
行
と

な
っ
た
。
改
正
食
品
衛
生
法

は
「
営
業
許
可
に
関
す
る
こ

と
」、「
衛
生
管
理
に
関
す
る

こ
と
」
の
２
件
が
令
和
３
年

６
月
に
施
行
を
迎
え
る
。
衛

生
管
理
義
務
化
に
伴
い
、
廃

業
を
考
え
て
い
る
生
産
者
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
町
で
は
、
法
改
正
以
来
ど

の
よ
う
な
対
応
、
指
導
を

行
っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、

直
売
所
に
お
け
る
加
工
品
販

売
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
対
し
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁
　
食
品
表
示
法
で

は
令
和
２
年
４
月
か
ら
栄
養

成
分
の
表
示
や
原
材
料
の
ア

レ
ル
ギ
ー
表
示
が
義
務
化
さ

れ
た
。
ま
た
、
食
品
衛
生
法

で
は
令
和
３
年
６
月
か
ら
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管

理
の
義
務
化
や
営
業
許
可
制

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
猶

予
期
間
の
後
、
令
和
６
年
に

義
務
化
さ
れ
る
。

　
令
和
元
年
度
に
は
県
保
健

衛
生
課
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ

ナ
ー
お
よ
び
個
別
相
談
会
を

開
催
し
て
お
り
、
令
和
２
年

度
に
は
三
戸
地
方
保
健
所
が

小
規
模
飲
食
店
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
講
習
会
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
商
工
会
で
も

県
商
工
会
連
合
会
と
共
催

し
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化
対

応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
今
後
も
県
関
係
機
関
か
ら

情
報
収
集
を
図
り
、
町
商
工

会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
産
直
施
設
で
は
既
に
改
正

食
品
表
示
法
に
の
っ
と
り
食

品
表
示
を
行
い
販
売
し
て
い

る
。
ま
た
、
改
正
食
品
衛
生

法
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛

生
管
理
の
義
務
化
」
と
「
営

　
　
改
正
食
品

　
　
表
示
法
お

よ
び
改
正
食
品

衛
生
法
へ
の
町

の
対
応
は
。

問

　
　
情
報
収
集

　
　
に

努

め
、

関
係
団
体
と
連

携
し
取
り
組
ん

で
い
く
。

答

　
　
馬
淵
川
氾

　
　
濫
と
大
志

田
ダ
ム
放
水
の

関
係
性
は
。

問

町
長
答
弁
　
大
志
田
ダ
ム
は

か
ん
が
い
を
目
的
と
し
た
ダ

ム
で
あ
り
、
洪
水
調
節
は

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
馬
淵
川
の
氾
濫
と
大

志
田
ダ
ム
放
流
と
の
直
接
の

関
係
は
な
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

　
な
お
、
近
年
多
発
す
る
洪

水
災
害
を
受
け
て
、国
で
は
、

既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能

強
化
に
向
け
た
検
討
を
行

い
、令
和
２
年
５
月
29
日
に
、

東
北
地
方
整
備
局
管
内
の
水

系
ご
と
に
、
ダ
ム
の
関
係
機

関
と
治
水
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
馬
淵
川
水

系
に
お
い
て
も
、
大
雨
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
は
ダ
ム
の

水
位
を
低
下
さ
せ
る
事
前
放

流
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

大
志
田
ダ
ム
で
は
、
６
時
間

　
　
直
接
の
関

　
　
係
は
な
い

と

考

え

ら

れ

る
。

答

で
82
ミ
リ
以
上
の
降
雨
量
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、
有
効
貯

水
量
に
対
し
て
約
18
％
の
洪

水
調
整
が
で
き
る
。

質
　
問
　
当
町
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

お
よ
び
発
症
者
の
発
生
状
況

は
。
ま
た
、
感
染
者
・
発
症

者
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た

の
か
。

町
長
答
弁
　
現
段
階
に
お
い

て
、
当
町
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
お
よ

び
発
症
者
に
つ
い
て
連
絡
は

な
い
。

　
　
町
内
の
新

　
　
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
は
。

問　
　
感
染
に
関

　
　
す
る
連
絡

は
な
い
。

答

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）

事
業
者
自
ら
が
食
中
毒
菌
汚

染
や
異
物
混
入
な
ど
の
危
害

要
因
を
把
握
し
、
原
材
料
の

入
荷
か
ら
製
品
の
出
荷
に
至

る
全
工
程
の
中
で
、
そ
れ
ら

の
危
害
要
因
を
除
去
ま
た
は

低
減
さ
せ
る
た
め
に
特
に
重

要
な
工
程
を
管
理
し
、
製
品

の
安
全
性
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
衛
生
管
理
の
手
法
。

業
届
出
制
度
の
創
設
と
営
業

許
可
制
度
の
見
直
し
」
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
９
月
１
日

に
三
八
地
域
県
民
局
地
域
農

林
水
産
部
が
開
催
し
た
研
修

会
で
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
各
産
直
施
設
で
は
会
員

へ
の
周
知
お
よ
び
勉
強
会
を

開
催
し
今
回
の
法
改
正
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
時
点
で
町
へ
の
相
談

な
ど
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
　
問
　
奥
中
山
に
あ
る
大

志
田
ダ
ム
は
、
馬
淵
川
の
支

流
で
あ
る
平
糠
川
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
大
志
田
ダ
ム
の

運
用
は
馬
淵
川
の
氾
濫
に
影

響
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
馬

淵
川
は
青
森
県
と
岩
手
県
に

ま
た
が
る
河
川
で
あ
る
た

め
、
河
川
管
理
に
お
い
て
両

県
の
連
携
が
あ
る
の
か
。
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◎ 一　般　質　問

11６月号12 ６月号

◎ 一　般　質　問

南部町役場開庁式の様子（平成 18年１月）南部町役場開庁式の様子（平成 18年１月）

全国デビュー２年目を迎えるジュノハート全国デビュー２年目を迎えるジュノハート

※事業の詳細については、担当課へお問い合わせください。
問合せ
　学校給食費について　　学務課（南部分庁舎）　☎0179-34-2587
　その他の事業について　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100

町が行っている主な「子育て支援」

高校生以下の医療費無料
　０歳から高校生年齢相当（18 歳の誕生日を迎え
てから最初の３月 31 日まで）の医療費を助成しま
す。

小中学校給食費無料
　小・中学校に在籍する児童生徒の給食費の全部
または一部を給付します。（認定条件あり）

子育て用品給付事業（南部町ぴよすくーぽん）
　０歳～２歳児を養育する保護者を対象に、乳幼
児の養育に必要な「紙おむつ・粉ミルク」などの
子育て用品と引き換え可能な助成券を給付します。

先天性股関節脱臼検査
　乳児の股関節脱臼および臼がい形成不全の早期
発見のため、受診票を交付します。令和３年度か
ら無料で受診できます。
　対象者：生後 90日から 150 日までの乳児

西野耕太郎 議員

質
　問
　今
年
１
月
１
日
を

も
っ
て
合
併
15
周
年
と
な

り
、
町
長
は
そ
の
在
任
中
、

町
政
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
打
ち
出
し
、
町
民
の

負
託
に
応
え
て
き
た
。

　合
併
15
周
年
を
迎
え
る
に

か
ら
町
民
の
健
康
と
命
を
守

る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

日
常
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
支
援
策
、
停
滞
し
た
地

域
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
る

た
め
の
対
策
な
ど
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
統
合
庁
舎
開
庁
を

予
定
し
て
い
る
８
月
２
日
に

向
け
、
円
滑
に
業
務
が
開
始

で
き
る
よ
う
着
実
に
準
備
を

進
め
る
ほ
か
、
町
の
諸
課
題

に
対
応
す
る
た
め
の
事
務
事

業
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
お
い
て
引
き
続
き
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
。

　
就
任
以
来
進
め
て
き
た

「
子
育
て
に
優
し
い
町
」、「
健

康
で
快
適
に
安
心
し
て
暮
せ

る
町
」
の
実
現
に
向
け
、
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
、
ま
た
、
名
川
第
１
工
区

の
ほ
場
整
備
を
予
定
ど
お
り

に
完
成
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
町
長
の
今

　
　
後
の
町
政

に
対
す
る
考
え

は
。

問

　
　
子
育
て
に

　
　
優

し

い

町
・
健
康
で
快

適
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
取

り

組

ん

で

い

く
。

答
当
た
り
、次
の
質
問
を
す
る
。

①
合
併
15
周
年
記
念
事
業
を

行
う
予
定
が
あ
る
の
か
。

②
町
長
の
今
後
の
町
政
に
対

す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
①
コ
ロ
ナ
禍
で

多
数
が
一
堂
に
会
す
る
記
念

行
事
を
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
記
念
事
業
と
し
て
「
合

併
15
周
年
記
念
エ
コ
バ
ッ

グ
」
を
製
作
し
、
行
政
員
を

通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
配

布
す
る
。

②
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

産婦健康診査
　出産後の心身の調子や授乳・育児の状況を確認す
るため、健診２回分の費用（１回につき 5,000 円を
上限）を助成します。
　対象者：令和３年４月以降に産婦健康診査を受診

し、町内に住所のある方

新生児聴覚検査
　新生児の聴覚障害の早期発見と早期支援のため、
新生児聴覚検査の費用を助成します。
　対象者：令和３年４月以降に検査し、町内に住所

のある乳児

産後ケア事業
　町が委託する助産院で休養しながら産後のケアや
授乳指導、育児サポートを受けることができます。
　対象者：町内に住所がある産後１年以内の産婦お

よび乳児

久保　利樹 議員

質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え

な
い
中
、
生
活
様
式
も
だ
い

ぶ
変
わ
っ
て
き
た
。
移
動
制

限
や
外
出
自
粛
に
お
け
る
在

宅
勤
務
な
ど
の
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
定
着
し
、
現
在
も

増
加
し
て
い
る
。
職
業
に

よ
っ
て
は
現
場
や
会
社
に
毎

日
出
勤
し
な
く
て
も
成
り
立

つ
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
か
ら

地
方
へ
移
住
す
る
動
き
も
あ

る
。　生

活
様
式
の
変
化
を
南
部

町
の
人
口
減
少
対
策
、
関
係

人
口
増
加
の
好
機
と
捉
え
た

場
合
、政
策
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長
答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
伴
う
生
活
様
式
の

変
化
に
よ
り
、
総
務
省
が
発

表
し
て
い
る
２
０
２
０
年
住

民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告

で
は
、
東
京
圏
の
転
入
超
過

数
は
、
前
年
に
比
べ
４
万
９

５
４
０
人
の
縮
小
に
な
っ
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

様
式
の
変
化
の
対
応
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
首
都
圏
で
開

催
し
て
い
た
八
戸
圏
域
連
携

中
枢
都
市
圏
の
「
八
戸
都
市

圏
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

る
。
当
町
で
も
、
令
和
２
年

12
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
移
住
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
可
能
な
事
業
所
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
な
ど
を
誘
致
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
公
共

施
設
の
有
効
活
用
と
併
せ
、

創
業
支
援
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
お
た
め
し
住
宅
で
は
、
町

内
施
設
な
ど
の
案
内
や
農
業

体
験
を
セ
ッ
ト
に
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
創
設
し
、
農
家
民

泊
事
業
で
は
、
毎
年
訪
れ
て

い
た
だ
い
て
い
る
学
校
へ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
を
贈
呈
す
る
こ

と
で
交
流
の
継
続
を
図
っ
た

ほ
か
、
感
染
症
対
策
備
品
購

入
に
係
る
経
費
を
新
た
に
補

助
の
対
象
と
し
、
受
入
体
制

の
整
備
も
進
め
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
に
お
け
る

人
口
減
少
・
関

係

人

口

対

策

は
。

問

　
　
オ
ン
ラ
イ

　
　
ン
で
の
移

住
相
談
事
業
や

受
入
体
制
の
整

備
を
進
め
る
。

答

質
　問
　果
樹
の
生
産
は
天

候
に
よ
り
生
産
量
・
品
質
が

大
き
く
左
右
さ
れ
、
規
格
内

の
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
生
産
量

の
確
保
や
品
質
の
維
持
は
常

に
課
題
に
な
る
。

　そ
の
た
め
、
雨
よ
け
ハ
ウ

ス
の
設
備
が
重
要
で
あ
る

が
、
設
置
業
者
の
減
少
に
よ

り
、
適
期
に
雨
よ
け
ビ
ニ
ー

ル
を
設
置
で
き
な
い
事
例
も

あ
る
。

　ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
を
中
心
と

し
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
農
業

観
光
で
一
番
の
注
目
を
集
め

て
い
る
た
め
、
今
後
、
町
で

考
え
て
い
る
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト

生
産
農
家
へ
の
新
た
な
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。 　

　
ジ

ュ

ノ

　
　
ハ
ー
ト
生

産
農
家
へ
の
新

た
な
支
援
は
。

問

町
長
答
弁
　
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

の
設
置
な
ど
の
課
題
は
、
県

や
関
係
機
関
と
共
有
し
、
会

議
な
ど
に
お
い
て
対
策
案
を

模
索
し
て
い
る
。

　
当
町
は
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の

最
大
産
地
と
し
て
、
生
産
量

の
確
保
や
秀
品
率
を
高
め
る

た
め
、
南
部
町
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
生
産
者
部
会
を
組
織
し
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
栽
培
管
理
に
関
す
る
講

習
会
を
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
向

上
に
努
め
て
い
る
。

　
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
設
置

は
、
県
が
定
め
る
ジ
ュ
ノ

ハ
ー
ト
栽
培
基
準
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。
設
置
に
関

　
　
設
置
費
の

　
　
補
助
な
ど

県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

答

す
る
事
業
と
し
て
、
県
が
設

置
費
の
３
分
の
１
を
、
町
が

独
自
に
６
分
の
１
を
補
助

し
、
合
わ
せ
て
設
置
費
の
２

分
の
１
の
補
助
と
し
て
、
雨

よ
け
ハ
ウ
ス
導
入
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

　
県
や
関
係
機
関
に
雨
よ
け

ハ
ウ
ス
の
設
置
に
関
す
る
補

助
事
業
と
併
せ
、
設
置
業
者

な
ど
の
人
材
の
確
保
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
い
く
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
支
援

を
行
い
、
高
級
品
種
ジ
ュ
ノ

ハ
ー
ト
の
最
大
産
地
と
し

て
、
県
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

広報なんぶちょう 6月号 32



◎ 一　般　質　問

11６月号12 ６月号

◎ 一　般　質　問

南部町役場開庁式の様子（平成 18年１月）南部町役場開庁式の様子（平成 18年１月）

全国デビュー２年目を迎えるジュノハート全国デビュー２年目を迎えるジュノハート

※事業の詳細については、担当課へお問い合わせください。
問合せ
　学校給食費について　　学務課（南部分庁舎）　☎0179-34-2587
　その他の事業について　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100

町が行っている主な「子育て支援」

高校生以下の医療費無料
　０歳から高校生年齢相当（18 歳の誕生日を迎え
てから最初の３月 31 日まで）の医療費を助成しま
す。

小中学校給食費無料
　小・中学校に在籍する児童生徒の給食費の全部
または一部を給付します。（認定条件あり）

子育て用品給付事業（南部町ぴよすくーぽん）
　０歳～２歳児を養育する保護者を対象に、乳幼
児の養育に必要な「紙おむつ・粉ミルク」などの
子育て用品と引き換え可能な助成券を給付します。

先天性股関節脱臼検査
　乳児の股関節脱臼および臼がい形成不全の早期
発見のため、受診票を交付します。令和３年度か
ら無料で受診できます。
　対象者：生後 90日から 150 日までの乳児

西野耕太郎 議員

質
　問
　今
年
１
月
１
日
を

も
っ
て
合
併
15
周
年
と
な

り
、
町
長
は
そ
の
在
任
中
、

町
政
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
打
ち
出
し
、
町
民
の

負
託
に
応
え
て
き
た
。

　合
併
15
周
年
を
迎
え
る
に

か
ら
町
民
の
健
康
と
命
を
守

る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

日
常
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
支
援
策
、
停
滞
し
た
地

域
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
る

た
め
の
対
策
な
ど
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
統
合
庁
舎
開
庁
を

予
定
し
て
い
る
８
月
２
日
に

向
け
、
円
滑
に
業
務
が
開
始

で
き
る
よ
う
着
実
に
準
備
を

進
め
る
ほ
か
、
町
の
諸
課
題

に
対
応
す
る
た
め
の
事
務
事

業
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
お
い
て
引
き
続
き
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
。

　
就
任
以
来
進
め
て
き
た

「
子
育
て
に
優
し
い
町
」、「
健

康
で
快
適
に
安
心
し
て
暮
せ

る
町
」
の
実
現
に
向
け
、
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
、
ま
た
、
名
川
第
１
工
区

の
ほ
場
整
備
を
予
定
ど
お
り

に
完
成
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
町
長
の
今

　
　
後
の
町
政

に
対
す
る
考
え

は
。

問

　
　
子
育
て
に

　
　
優

し

い

町
・
健
康
で
快

適
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
取

り

組

ん

で

い

く
。

答
当
た
り
、次
の
質
問
を
す
る
。

①
合
併
15
周
年
記
念
事
業
を

行
う
予
定
が
あ
る
の
か
。

②
町
長
の
今
後
の
町
政
に
対

す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
①
コ
ロ
ナ
禍
で

多
数
が
一
堂
に
会
す
る
記
念

行
事
を
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
記
念
事
業
と
し
て
「
合

併
15
周
年
記
念
エ
コ
バ
ッ

グ
」
を
製
作
し
、
行
政
員
を

通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
配

布
す
る
。

②
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

産婦健康診査
　出産後の心身の調子や授乳・育児の状況を確認す
るため、健診２回分の費用（１回につき 5,000 円を
上限）を助成します。
　対象者：令和３年４月以降に産婦健康診査を受診

し、町内に住所のある方

新生児聴覚検査
　新生児の聴覚障害の早期発見と早期支援のため、
新生児聴覚検査の費用を助成します。
　対象者：令和３年４月以降に検査し、町内に住所

のある乳児

産後ケア事業
　町が委託する助産院で休養しながら産後のケアや
授乳指導、育児サポートを受けることができます。
　対象者：町内に住所がある産後１年以内の産婦お

よび乳児

久保　利樹 議員

質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え

な
い
中
、
生
活
様
式
も
だ
い

ぶ
変
わ
っ
て
き
た
。
移
動
制

限
や
外
出
自
粛
に
お
け
る
在

宅
勤
務
な
ど
の
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
定
着
し
、
現
在
も

増
加
し
て
い
る
。
職
業
に

よ
っ
て
は
現
場
や
会
社
に
毎

日
出
勤
し
な
く
て
も
成
り
立

つ
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
か
ら

地
方
へ
移
住
す
る
動
き
も
あ

る
。　生

活
様
式
の
変
化
を
南
部

町
の
人
口
減
少
対
策
、
関
係

人
口
増
加
の
好
機
と
捉
え
た

場
合
、政
策
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長
答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
伴
う
生
活
様
式
の

変
化
に
よ
り
、
総
務
省
が
発

表
し
て
い
る
２
０
２
０
年
住

民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告

で
は
、
東
京
圏
の
転
入
超
過

数
は
、
前
年
に
比
べ
４
万
９

５
４
０
人
の
縮
小
に
な
っ
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

様
式
の
変
化
の
対
応
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
首
都
圏
で
開

催
し
て
い
た
八
戸
圏
域
連
携

中
枢
都
市
圏
の
「
八
戸
都
市

圏
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

る
。
当
町
で
も
、
令
和
２
年

12
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
移
住
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
可
能
な
事
業
所
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
な
ど
を
誘
致
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
公
共

施
設
の
有
効
活
用
と
併
せ
、

創
業
支
援
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
お
た
め
し
住
宅
で
は
、
町

内
施
設
な
ど
の
案
内
や
農
業

体
験
を
セ
ッ
ト
に
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
創
設
し
、
農
家
民

泊
事
業
で
は
、
毎
年
訪
れ
て

い
た
だ
い
て
い
る
学
校
へ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
を
贈
呈
す
る
こ

と
で
交
流
の
継
続
を
図
っ
た

ほ
か
、
感
染
症
対
策
備
品
購

入
に
係
る
経
費
を
新
た
に
補

助
の
対
象
と
し
、
受
入
体
制

の
整
備
も
進
め
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
に
お
け
る

人
口
減
少
・
関

係

人

口

対

策

は
。

問

　
　
オ
ン
ラ
イ

　
　
ン
で
の
移

住
相
談
事
業
や

受
入
体
制
の
整

備
を
進
め
る
。

答

質
　問
　果
樹
の
生
産
は
天

候
に
よ
り
生
産
量
・
品
質
が

大
き
く
左
右
さ
れ
、
規
格
内

の
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
生
産
量

の
確
保
や
品
質
の
維
持
は
常

に
課
題
に
な
る
。

　そ
の
た
め
、
雨
よ
け
ハ
ウ

ス
の
設
備
が
重
要
で
あ
る

が
、
設
置
業
者
の
減
少
に
よ

り
、
適
期
に
雨
よ
け
ビ
ニ
ー

ル
を
設
置
で
き
な
い
事
例
も

あ
る
。

　ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
を
中
心
と

し
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
農
業

観
光
で
一
番
の
注
目
を
集
め

て
い
る
た
め
、
今
後
、
町
で

考
え
て
い
る
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト

生
産
農
家
へ
の
新
た
な
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。 　

　
ジ

ュ

ノ

　
　
ハ
ー
ト
生

産
農
家
へ
の
新

た
な
支
援
は
。

問

町
長
答
弁
　
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

の
設
置
な
ど
の
課
題
は
、
県

や
関
係
機
関
と
共
有
し
、
会

議
な
ど
に
お
い
て
対
策
案
を

模
索
し
て
い
る
。

　
当
町
は
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の

最
大
産
地
と
し
て
、
生
産
量

の
確
保
や
秀
品
率
を
高
め
る

た
め
、
南
部
町
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
生
産
者
部
会
を
組
織
し
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
栽
培
管
理
に
関
す
る
講

習
会
を
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
向

上
に
努
め
て
い
る
。

　
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
設
置

は
、
県
が
定
め
る
ジ
ュ
ノ

ハ
ー
ト
栽
培
基
準
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。
設
置
に
関

　
　
設
置
費
の

　
　
補
助
な
ど

県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

答

す
る
事
業
と
し
て
、
県
が
設

置
費
の
３
分
の
１
を
、
町
が

独
自
に
６
分
の
１
を
補
助

し
、
合
わ
せ
て
設
置
費
の
２

分
の
１
の
補
助
と
し
て
、
雨

よ
け
ハ
ウ
ス
導
入
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

　
県
や
関
係
機
関
に
雨
よ
け

ハ
ウ
ス
の
設
置
に
関
す
る
補

助
事
業
と
併
せ
、
設
置
業
者

な
ど
の
人
材
の
確
保
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
い
く
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
支
援

を
行
い
、
高
級
品
種
ジ
ュ
ノ

ハ
ー
ト
の
最
大
産
地
と
し

て
、
県
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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常任委員会の調査結果報告
◎ 常任委員会報告

13６月号14 ６月号

◎ 常任委員会報告、議会傍聴など

総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委　  員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

　令和３年２月 17 日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

多目的バス・なんぶ里バス運行事業について調 査

⇒　多目的バス・なんぶ里バスの路線統合による大幅見直しを実施する際は、バスが
運行しない空白地区を解消し、利用者の利便性向上に努める必要があると思われる。
　また、通学に使用するバス停には待合室などの風雨を防ぐ設備の検討や、乗車時
間が長時間にならないようタクシーの併用を検討するなど、通学者に配慮する必要
があると思われる。

結 果

⇒　通院での利用も考えられることから、病院敷地内
や病院近くにバス停の設置を検討するなど、利便性
向上に努める必要があると思われる。

⇒　地域連携ＩＣカードシステム利用に向けた取り組
みでは、バスだけでなく、鉄道事業者とも連携し、
公共交通機関一体となりＩＣカードが利用できるよ
う環境整備を進めていく必要があると思われる。

産業建設常任委員会
委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委　  員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

　令和３年２月 10 日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

町営市場の運営状況調査
⇒　町営市場に出荷することのメリットを生産者や出荷組合にＰＲし、全体の出荷量

を維持していくための取り組みが必要であると思われる。
結 果

調 査

⇒　出荷量を確保するため、出荷組合との連携強化や、
集荷のための定期便の運行方法を検討していく必要
があると思われる。また、出荷組合設立の働きかけ
や各種補助の検討をしていく必要があると思われる。

常任委員会の所管事務調査計画（令和３年度）
産業建設常任委員会 教育民生常任委員会総務企画常任委員会

１）学校統廃合について
２）新型コロナウイルスワクチン
接種の状況について

１）果樹防風網整備事業及び果樹
の作柄調査

２）道路整備要望箇所の現地調査

１）ふるさと納税について

委 員 長
副委員長
委 員

根市 勲
西野 耕太郎
沼畑 俊一、夏堀 文孝、
中舘 文雄

：
：
：

委 員 長
副委員長
委 員

山田 賢司
松本 啓吾
馬場 又彦、滝田 勉、
坂本 典男、工藤 愛

：
：
：

委 員 長
副委員長
委 員

八木田 憲司
工藤 正孝
川守田 稔、夏堀 嘉一郎、
久保 利樹

：
：
：

　多年にわたる地方自治の振興発展に寄与し
た功績をたたえられ、青森県町村議会議長会
から工藤幸子前議員へ表彰状が送られ、３月
２日に夏堀議長から表彰状が伝達されました。
　工藤幸子前議員は平成 12 年４月に旧南部
町議会議員に初当選し、令和元年９月まで５

期約 20 年にわた
り南部町議会議員
をつとめ、この間
に教育民生常任委
員会委員長などを
歴任されました。

　南部ロータリークラブ５人は、３月３日、
第 100 回南部町議会定例会で行われた一般質
問を傍聴しました。
　６月定例会は６月４日に開会しますので、
傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、議
会事務局までお問い合わせください。

☎ 0178-84-2124

工藤幸子前議員へ自治功労者表彰

　
新
緑
の
候
、
コ
ロ
ナ
渦

の
中
で
不
安
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
発
生
か
ら
一
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
収

ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
で
は
毎
日
の
よ
う
に

感
染
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
当
町
の
地
域
経
済
に

も
陰
り
が
出
て
き
て
お
り

ま
す
。
昨
年
度
は
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
終
息
の
見
え
な

い
中
で
支
援
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
少
な
い
予
算
で

大
き
な
効
果
を
出
す
た
め

に
何
が
必
要
か
議
論
し
、

有
効
な
施
策
を
考
え
て
行

動
に
移
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
７

月
末
ま
で
に
医
療
従
事
者
、

高
齢
者
施
設
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
の
接
種
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
多
く
の
方

に
接
種
し
て
い
た
だ
き
、

元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員
　
山
田
　
賢
司
　
記

議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま

議会傍聴

表彰状を手にする工藤前議員 ( 左 )表彰状を手にする工藤前議員 ( 左 )

結 果

調 査

教育民生常任委員会 委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委　  員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

健康戦略事業の取り組みと課題について
　令和３年１月 28 日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　特定健診の受診率を向上させるため、若い世代に対する取り組みを続けていく必
要があると思われる。また、節目年齢健診の無料券の有効期限を延長するなど、柔
軟な対応で多くの方に特定健診を受診する機会を設ける必要があると思われる。

⇒　公的医療保険の種類や年代に関係なく、町民全体を対象とした健康戦略事業の取
り組みをしていく必要があり、そのためにも特定健診受診率などの統計データを収
集するように努め、施策を検討していく必要があると思われる。

⇒　子どもの生活習慣病予防対策では、小中学校と連
携し、児童生徒の食生活や健康状態の現状把握に努
めていく必要があると思われる。また、食生活の改
善は親子で取り組むべき課題であり、親子で改善に
取り組める体制づくりや町内会、子ども会などへの
派遣事業の検討も必要があると思われる。

なんぶ里バスなんぶ里バス

町オリジナルの「３つの花体操」町オリジナルの「３つの花体操」

市場でのジュノハート初セリの様子市場でのジュノハート初セリの様子
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常任委員会の調査結果報告
◎ 常任委員会報告

13６月号14 ６月号

◎ 常任委員会報告、議会傍聴など

総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委　  員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

　令和３年２月 17 日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

多目的バス・なんぶ里バス運行事業について調 査

⇒　多目的バス・なんぶ里バスの路線統合による大幅見直しを実施する際は、バスが
運行しない空白地区を解消し、利用者の利便性向上に努める必要があると思われる。
　また、通学に使用するバス停には待合室などの風雨を防ぐ設備の検討や、乗車時
間が長時間にならないようタクシーの併用を検討するなど、通学者に配慮する必要
があると思われる。

結 果

⇒　通院での利用も考えられることから、病院敷地内
や病院近くにバス停の設置を検討するなど、利便性
向上に努める必要があると思われる。

⇒　地域連携ＩＣカードシステム利用に向けた取り組
みでは、バスだけでなく、鉄道事業者とも連携し、
公共交通機関一体となりＩＣカードが利用できるよ
う環境整備を進めていく必要があると思われる。

産業建設常任委員会
委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委　  員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

　令和３年２月 10 日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

町営市場の運営状況調査
⇒　町営市場に出荷することのメリットを生産者や出荷組合にＰＲし、全体の出荷量

を維持していくための取り組みが必要であると思われる。
結 果

調 査

⇒　出荷量を確保するため、出荷組合との連携強化や、
集荷のための定期便の運行方法を検討していく必要
があると思われる。また、出荷組合設立の働きかけ
や各種補助の検討をしていく必要があると思われる。

常任委員会の所管事務調査計画（令和３年度）
産業建設常任委員会 教育民生常任委員会総務企画常任委員会

１）学校統廃合について
２）新型コロナウイルスワクチン
接種の状況について

１）果樹防風網整備事業及び果樹
の作柄調査

２）道路整備要望箇所の現地調査

１）ふるさと納税について

委 員 長
副委員長
委 員

根市 勲
西野 耕太郎
沼畑 俊一、夏堀 文孝、
中舘 文雄

：
：
：

委 員 長
副委員長
委 員

山田 賢司
松本 啓吾
馬場 又彦、滝田 勉、
坂本 典男、工藤 愛

：
：
：

委 員 長
副委員長
委 員

八木田 憲司
工藤 正孝
川守田 稔、夏堀 嘉一郎、
久保 利樹

：
：
：

　多年にわたる地方自治の振興発展に寄与し
た功績をたたえられ、青森県町村議会議長会
から工藤幸子前議員へ表彰状が送られ、３月
２日に夏堀議長から表彰状が伝達されました。
　工藤幸子前議員は平成 12 年４月に旧南部
町議会議員に初当選し、令和元年９月まで５

期約 20 年にわた
り南部町議会議員
をつとめ、この間
に教育民生常任委
員会委員長などを
歴任されました。

　南部ロータリークラブ５人は、３月３日、
第 100 回南部町議会定例会で行われた一般質
問を傍聴しました。
　６月定例会は６月４日に開会しますので、
傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、議
会事務局までお問い合わせください。

☎ 0178-84-2124

工藤幸子前議員へ自治功労者表彰
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委 

員
　
山
田
　
賢
司
　
記

議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま

議会傍聴

表彰状を手にする工藤前議員 ( 左 )表彰状を手にする工藤前議員 ( 左 )

結 果

調 査

教育民生常任委員会 委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委　  員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

健康戦略事業の取り組みと課題について
　令和３年１月 28 日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　特定健診の受診率を向上させるため、若い世代に対する取り組みを続けていく必
要があると思われる。また、節目年齢健診の無料券の有効期限を延長するなど、柔
軟な対応で多くの方に特定健診を受診する機会を設ける必要があると思われる。

⇒　公的医療保険の種類や年代に関係なく、町民全体を対象とした健康戦略事業の取
り組みをしていく必要があり、そのためにも特定健診受診率などの統計データを収
集するように努め、施策を検討していく必要があると思われる。

⇒　子どもの生活習慣病予防対策では、小中学校と連
携し、児童生徒の食生活や健康状態の現状把握に努
めていく必要があると思われる。また、食生活の改
善は親子で取り組むべき課題であり、親子で改善に
取り組める体制づくりや町内会、子ども会などへの
派遣事業の検討も必要があると思われる。

なんぶ里バスなんぶ里バス

町オリジナルの「３つの花体操」町オリジナルの「３つの花体操」

市場でのジュノハート初セリの様子市場でのジュノハート初セリの様子
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試験に合格した環境システム科の生徒たち

役場新庁舎の内覧会を開催します

令和3年8月2日(月)の役場新庁舎のオープンを前に、町民の皆さんに一足早くお披露
目します。ぜひ見学にお越しください。
日時　7月3日(土)　13時～16時
　　　7月4日(日)　9時～12時
　　　（最終入場は内覧終了の30分前まで)
場所　南部町役場新庁舎
　　　南部町大字平字広場28番地1
申込み　不要 (受付で住所・氏名・連絡先を
　　　　記入いただきます)
※緊急事態宣言対象地域からの見学はお断り

させていただきます。
問合せ　総務課(本庁舎)  ☎0178-84-2111

南部町新庁舎アクセスマップ

至三戸町 至八戸市

●諏訪ノ平駅 ●チェリーセンター

　　高瀬橋 　　ながわ大橋

至赤石

南部町

医療センター

●上名久井郵便局

至法光寺 　 至平 至チェリウス

国道４号

ふるさと
運動公園

老人福祉
センター

名川B&G
海洋
センター

名久井小学校

至福田

八
戸
広
域
農
道

役場
新庁舎

駐車場

名川中学校

県道櫛引上名久井三戸線

3級配管技能士全員合格 
環境システム科生産システム類型3年生

名久井農業高校環境システム科生産システム
類型の3年生21人が、建築物の配管工事の技能
を認定する国家資格「3級配管技能士」の試験を
受験。受験した生徒全員が見事合格しました。

生徒たちは、国が認定するものづくりマイス
ターで、八戸市の浪岡設備工業所に勤める浪岡
真嗣さんの指導のもと、配管工事に関する知識・
技術を習得。試験は受験した生徒たちが2年生
だった今年1月に筆記、2月に実技が行われまし
た。受験者全員が合格するのは、同校では初め
てのことです。


